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寄贈
　10月 5日（金）、四国電力株式会社（本社：香川県高松市　取締
役社長：佐伯　勇人氏）が実施している「よんでんグループふれあ
い旬間」の活動の一環として、高知支店より、本年度は市内 12
地区へ合計 12 灯の街路灯が寄贈（高知支店中村営業所長から目
録贈呈）されました。ありがとうございました。
　防犯・事故防止など地域の安全だけでなく、明るいまちづくり
に大きく役立っています。

 問  総務課　 ☎ 63-0948

寄附のお礼
（10月 18日現在）

　平成 30 年 7 月豪雨災害に対し、ご寄附をいただきました。心より感謝します。

●国際ロータリー第 2670 地区ガバナー事務所：450 万円
　※宿毛ロータリークラブ（宿毛市幸町　会長　竹田　米廣　様）を通じてご寄附いただきました。

民間団体等の寄附・支援（9月21日以降受付分）

　9月 25日（火）、日ごろから地域住民の方と接する機会の多い
株式会社くりはらおよび宿毛市民生児童委員協議会と宿毛市が

「宿毛市地域見守り活動に関する協定」を締結しました。
　今後は、株式会社くりはらが運営する移動スーパー「とくし丸」
のスタッフが、商品販売業務の中で何らかの異常に気付いた際に
は、市や宿毛市民生児童委員協議会へ連絡を入れるなど、連携し
て高齢者の安全安心の地域づくりを推進していきます。

 問  長寿政策課 　☎ 63-9112

 問  企画課　☎ 63-1118

市民祭宿毛まつり 2018

「宿毛市地域見守り活動に関する協定」を締結

　10月 6日（土）～ 8日（月・祝）に市民祭宿毛まつり 2018 が開催されました。
　初日は台風の影響で一部イベントが中止となってしまいましたが、2日目、3日
目は天気にも恵まれ多くの方におこしいただき、花火大会やスポーツ大会を盛大
に開催できました。また、クリーンキャンペーンでは、市民ボランティアの皆さん、
宿毛中学校、片島中学校の生徒さんなど多くの方にご協力をいただきました。
　開催にあたっては、市民の皆さんに多大なご協力をいただき、ありがとうござ
いました。

 問  商工観光課　 ☎ 63-1119
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豊ノ島関 十両復帰おめでとうございます！！
　宿毛市出身で宿毛大使でもある豊ノ島関の十両復帰が決定しました！西
幕下筆頭で臨んだ九月場所にて、6 勝 1 敗の好成績をおさめられ、次の九
州場所からは 13 場所ぶりに関取に復帰されます。
　アキレス腱断裂という大怪我を乗り越えての返り咲きに、宿毛市民は大
いに喜んでいます。今後の豊ノ島関の更なる活躍を願っています。

 問  企画課　 ☎ 63-1118

第 54 回宿毛市美術展覧会表彰式
　10 月 9 日（火）、宿毛市美術展覧会表彰式が行われました。
日本画・洋画・書道・写真・工芸の 5 部門に 95 名、118 点の
出品があり、各部門において審査が行われ、次のとおり受賞者が
決定しました。
　受賞者の皆さん、おめでとうございます。

第 54 回宿毛市美術展覧会部門別受賞者名簿

 日本画 洋画 書道

作品名 氏名 作品名 氏名 作品名 氏名

無鑑査
特別賞 緑の丘で 大谷　玲子 ドライフラワーと古い椅子 助村　　妙 笑 中川　照月

特　選
涼風 頼田　和子 港の風景 山本　晶徳　 吹笛 増田　裕風

眞實一路 尾﨑　敬子

ほう状

独逸菖蒲 宮本　量子 人生を語らず 渡邊　英幸 𨗉 山本　章智

夏の夜の夢 東　　孝子 夕ぐれは 山﨑　初恵

秋の日に 小野　公代

杜甫詩 有田　春虹

新人賞 水辺 植　　京子 夏の庭　　　　 土居　万理 興仁千里 冨田　美恵子

写真 工芸

作品名 氏名 作品名 氏名

無鑑査
特別賞 該当者なし 黒釉白流し重ね掛け面取花器 下元　かおる

特　選 里山変貌 小栗　幹夫 上絵花器「金魚遊ぶ」 宮本　量子

ほう状

螢遊ぶ 山本　修代 布花と花器のコラボ「すずらん」 柴岡　恵子

秘めたる恋の涙雨 横山　樹里

笑顔の回想録 大野　　隆

新人賞 燃える夕陽 上岡　美鶴 傘立て「若葉のリズム」 田村　寿生子

 問  中央公民館　 ☎ 63-2618●今回から無鑑査になる方…該当者なし
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人権シリーズ245みんなで創ろう人権のまち

人権擁護委員（弁護士資格有）による人権相談所
　弁護士資格所有の人権擁護委員による人権相談を行います。法律関係についてお困り、お悩みの方は、ぜひご利用
ください。秘密は厳守します。

日  時  11 月 15日（木）、平成31年1月24日（木）、3月28日（木）　いずれも13時～15時
場  所  高知地方法務局四万十支局　 予  約  必要　※相談時間は、１人30分以内　 相談料  無料　
主　催  高知地方法務局四万十支局

 問  人権推進課  ☎ 62-0225

無料人権相談
日  時  12 月 5日（水）10時～15時
場  所  宿毛文教センター2階　視聴覚室
予  約  必要　 相談料  無料　※相談時間は１人30分

内  容  人権問題・婚姻・扶養・相続・金銭貸借・土地
建物貸借・登記・戸籍・交通事故など
主　催　高知地方法務局四万十支局

 問  高知地方法務局四万十支局　 ☎ 0880-34-1600

人権擁護委員の委嘱

　12 月 4 日（火）から 10 日（月）までの期間は、「世界人権宣言」を記念して、人権週間として定められています。
　宿毛市でも、差別のない、すべての人の人権が尊重される社会を目指し、さまざまな取り組みをしていますが、
いまだに誤った知識や偏見に基づく差別やいじめ、虐待、家庭内暴力など多くの人権課題が存在しています。人権
とは誰もが幸せに生きる権利です。人は、みな平等であり、人権はすべての人に保障されています。一人ひとりが
お互いを思いやり、認め合いながら、みんなの人権を大切に守っていきましょう。
　宿毛市では、この期間中に講演会や市内の小・中学生の人権作文発表会を開催します。普段、何げなく過ごして
いる日々の生活の中で、人権という視点から眺めてみると、さまざまな問題に気づくと思います。この人権週間を
機に、今一度身近な人権について考えてみましょう。

人権フェスティバル

人権作文発表会（小・中学生）

開催日  12 月 8 日（土）（受付　9 時～）　　 場  所  宿毛文教センター
講演会および映画上映（9時 20 分～ 12 時）  

 
演　題 ｢社会を変える竹内イズム｣　
講　師　映画監督　山

やまもと
本　守

まもる
　氏

講師プロフィール
昭和 30 年 7 月 20 日岡山市生まれ。
昭和 53 年高知大学卒業
平成 5 年セーラー広告（株）14 年間
の勤務を経て、制作会社（株）千里
コーポレーションを設立。
平成 27 年自主映画 ｢見えないから
見えたもの｣ 監督。平成 30 年長島
愛生園に実在したハンセン病患者
のためだけの普通科高校を舞台にした自主映画 ｢新良
田レクイエム｣ 制作発表。

題　名「見えないから見えたもの」
モンゴルやキルギスに盲学校を設立した元県立岡山盲
学校教頭・竹内昌彦先生の貴重な半生を描いた、愛と
いのちの物語。

作品・パネル展示
時　間　9 時～ 12 時
内　容　正和・貝礎・手代岡隣保館の交流事業等（生け
花、折り紙、識字、書道など）や児童館の子ども会活動
で作った作品、人権啓発パネルなどを展示。
※作品・パネル展示については一部を除き 12月13日（木）

まで展示します。

日  時   12 月 4 日（火）13 時 30 分　 場  所  宿毛市総合社会福祉センター　
 問  学校教育課　  ☎ 63-1102

 問  人権推進課  ☎ 62-0225

　10 月 1 日付けで、大串  恭氏（新任）が法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。大串  恭氏は、9 月 30
日付けで退任された乾  均氏の後任です。人権擁護委員は、家庭、各職場、地域社会の中で「これは人権侵害では
ないだろうか」と悩んでいる方たちの相談相手となり、法務局との連携のもと適切な処置を取るとともに、常に人
権思想の普及高揚に努めることを使命としており、宿毛市で 7 名の委員が委嘱されています。
　高知地方法務局四万十支局（☎0880-34-1600　 月～金曜８時30 分～17 時）では、　いつでも相談を受け付け
ていますので、お気軽にご相談ください。秘密は厳守します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   問  人権推進課  ☎ 62-0225

12 月 4 日（火）～ 10 日（月）は人権週間です。

講演会 映画上映



	 	 		 	 	 　		
	 プチ雅楽の演奏会

	 	 		 	 	 　				
日  時  

11 月 10 日（土）18 時～ 19 時
場  所  宿毛まちのえき　林邸
入場料  500 円　　 申  込  不要
演  目  さくら、ふるさと、越天楽など　　
主　催  宿毛市連合婦人会
 問  宿毛市連合婦人会　

☎ 090-5144-5885　　
	 	 		 	 	 　		
	 健康づくりシリーズ

　　市民ウォーク宿毛（沖の島）
	 	 		 	 	 　				

日  時  
11 月 18 日（日）7 時～ 17 時

集合場所  
市営定期船乗り場（集合 6 時 30 分）

実施場所  沖の島全域
参加費  

2,500 円（中学生以上）
2,000 円（小学生・要保護者同伴）

定  員  30 人　　
申  込  電話

（締切 11 月 12 日（月））
主		催　総合型地域スポーツクラブ
スポレクすくも
 問  和田体育館　☎ 63-5554

　　当日連絡先：090-1172-7696
	 	 		 	 	 　		
	 第46回すくも俳句大会

	 	 		 	 	 　				
日  時  11 月 18 日（日）10 時～
場  所  宿毛文教センター
会  費  1,000 円

選　者

講  師  松林　朝蒼　先生
投　句

当季雑詠 5 句（投句締切 12 時）
賞

●大会賞　3 句　　●秀逸　5 句
主　催  すくも俳句会

宿毛市教育委員会
 問  すくも俳句会　篠田たけし

☎ 63-3001

	 	 		 	 	 　		
	 親子ものづくり教室
-ミニ門松づくり-	参加者募集

	 	 		 	 	 　				
正月を祝う門松をつくることによ
り、古くから伝わる文化を再確認し
てみませんか。

日  時
12 月 9 日（日）9 時～ 12 時

場  所  
宿毛文教センター　多目的ホール
対象者  小学生とその家族
定  員  15 組　※超過時は抽選
参加費  無料　
申  込  電話または中央公民館まで

（締切 11 月 30 日（金）17 時）
※門松を作る際、刃物を使用します。

指導者のもとで作業しますが、けが
などは自己責任となりますので、ご
了承の上お申し込みください。

 問  中央公民館　☎ 63-2618
	 	 		 	 	 　		
	 第８回豊ノ島杯

							ちびっこ相撲大会
	 	 		 	 	 　				
　宿毛市出身の関取、豊ノ島関が　
ちびっこ相撲大会を開催します。

日  時  
12 月 15 日（土）9 時～（集合 8 時）

場  所  宿毛市相撲場（和田）

参加費  無料　
申  込  電話

（締切 11 月 30 日（金）17 時）
競技種別

●団体戦（三人制）
  低学年（1・2・3年生各1名）の部
  高学年（4・5・6年生各1名）の部
●個人戦
  幼児の部（定員20名）
  小学生の部（1～6年生までの学年別）
 問  総合運動公園　☎ 66-1467

	 	 		 	 	 　		
	 子どもいけばな教室

							参加者募集
	 	 		 	 	 　				

日  時  
12月8日（土）、1月12日（土）、2月9日

（土）の全3回　10時30分～12時
場  所  

宿毛文教センター 2 階　会議室２
講  師  山沖　郁代さん
参加費  無料　 対象者  小学生
定  員  20 名　※超過時は抽選
持ってくるもの  

花 ば さ み（ 普 通 の は さ み で も 可 ）、　　
筆記用具、生花を持ち帰るビニール袋

申  込  電話または中央公民館まで
（締切 11 月 30 日（金）17 時）

 問  中央公民館　☎ 63-2618
	 	 		 	 	 　		
	 第10回宿毛花へんろ	 	

	 ウォークwithだるま夕日
	 ウォッチング参加者募集
	 	 		 	 	 　
開催日  12 月 16 日（日）　

　　　　※悪天候の場合中止
コース  

①観自在寺～延光寺コース（約28km）
②海風公園（宿毛まつり花火会場）～
　延光寺コース（約15km）
参加費  

①中学生以上1,000円   小学生500円
②500 円

定  員  ① 80 名② 100 名※先着順
申  込  所定の参加申込書に必要事

項を記入の上、総合運動公園または
生涯学習課にFAX または直接持参。

（締切11月30日（金）17時）
参加特典  

●宿毛リゾート椰子の湯　
　当日入浴料半額（中学生以上）

高知家健康パスポート対象事業
ヘルシーポイント（青）2枚提供
 問  総合運動公園　☎ 66-1467

　　　　　　　　 66-1468
	 	 		 	 	 　		
	 宿毛文教センター臨時休館

	 	 		 	 	 　				
全館の殺虫消毒を行うため休館します。
休館日  11 月 12 日（月）
 問  中央公民館　☎ 63-2618

情報コーナー
information宿毛
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	 水道メーター取り替え

	 	 		 	 	 　				
平成 23 年度製造の量水器（A23）
の取り替えを行っています。
●取り替え作業中は水道が使用でき

ません（15 分から 30 分程度）。
●ご不在の場合でも、可能な場合は

作業をさせていただきます。
 問  水道課　☎ 63-3552

	 	 		 	 	 　		
	 平田公園テニスコート

	 工事終了
	 	 		 	 	 　				
人 工 芝 張 替
工 事 が 終 了
しました。本工事は、スポーツ振興
くじ助成金を受けて行われました。
 問  総合運動公園　☎ 66-1467

	 	 		 	 	 　		
	 年末年始

　　し尿汲み取り業務休止
	 	 		 	 	 　				
年末年始は大変混み合いますので、
正月前に汲み取りを希望される方
は、12月初旬までに市指定の許可業
者へお早めにお申し込みください。

休止期間  
12月30日（日）～平成31年1月3日（木）

許可業者一覧（五十音順）  
●（株）井上衛生サービス（和田）
●佐井清掃社（小筑紫町福良）
●宿毛衛生社（和田）
●宮﨑クリーン（中角）

（上から☎ 63-1324　☎ 67-0886
☎ 63-2734　☎ 63-3059）
 問  環境課　☎ 63-1697

	 	 		 	 	 　		
	 平成30年住生活総合調査

	 	 		 	 	 　				
全国で住生活総合調査が行われま
す。ご協力をお願いします。
実施日  12 月 1 日（土）
 問  国土交通省住宅局住宅政策課　

☎ 03-5253-8504

	 	 		 	 	 　		
	 遺骨移動は改葬許可が必要

	 	 		 	 	 　				
市内の墓地（納骨堂）にある遺骨を
他の墓地（納骨堂）に移す際は、改
葬許可が必要です。
手数料  無料

改葬手続きの流れ
●宿毛市用の改葬許可申請書を用意す

る。（環境課または郵送にて配布）
●申請書に必要事項を記入する。
●現在の墓地管理者等に納骨証明欄

を記入してもらう。
●環境課へ提出し、改葬許可証の交

付を受ける。
●改葬先の墓地管理者に改葬許可証

を提出し、遺骨を納骨する。
申請者

改葬しようとする申請者本人（現在
の墓地使用者以外の方が申請する場
合は別途墓地使用者の承諾書が必要）

必要なもの
●認め印　●改葬許可申請書（墓地
管理者の納骨証明済みのもの）

注　意
法律では、自身の所有する土地であっ
ても個人墓地の設置は基本的に認め
られておりません。勝手に墓地を作る
ことのないようご注意ください。
 問  環境課　☎ 63-1697

	 	 		 	 	 　		
	 読み聞かせ講座

	 	 		 	 	 　				
読み聞かせに興味のある方、ボラン
ティアをしてみたい方、一緒に学ん
でみませんか。初めての方も大歓迎。

日  時  11 月 17 日（土）
　　　  13 時 30 分～ 15 時

場  所  宿毛文教センター２階
視聴覚室

講  師  秋本　美津　さん
参加費  無料　　 申  込  不要
 問  坂本図書館　☎ 63-2654

	 	 		 	 	 　		
	 今月の1日行政相談所

	 	 		 	 	 　				
日  時  11月27日（火）13時～15時
場  所  宿毛文教センター 2 階

会議室 3
相談委員  三本  義男・ 山岡  まゆみ
 問  総務課　☎ 63-0948

	 	 		 	 	 　		
	 宿毛市立学校給食センター
　　調理業務受託事業者募集
	 	 		 	 	 　				
平成 31 年 3 月末で委託期間が満了
するため、平成 31 年度からの調理
業務受託事業者を次のとおり募集し
ます。
対象者  

宿毛市内に住所（本社）を置く事業
所に限る。（調理業務を行っている
法人または、平成 30 年 12 月 7 日

（金）までに法人格を取得できる見
込みのある個人。）

業務内容  
給食調理業務（給食日数約 197 日、
給食数約 1,650 食）および付帯す
る業務

委託期間  
平 成 31 年 4 月 1 日 ～ 平 成 34 年　
3 月 31 日（3 年間）

選考方法  
提出書類（技術提案書等）に基づき
ヒアリングを行い、選考委員会で契
約予定者を決定

募集期間および受付時間  
11 月 5 日（月）～ 12 月 7 日（金）
8 時 30 分～ 16 時 45 分

（土・日・祝日を除く）
提出書類配布・受付場所  

学校給食センター
 問  学校給食センター ☎ 63-1194

	 	 		 	 	 　		
	 寒蘭の里

　　とさ宿毛展示大会
	 	 		 	 	 　				
寒蘭愛好家が 1 年間丹精を込めて育
てた寒蘭が全国から出品されます。
自然石の展示と寒蘭の販売も行いま
す。

日  時  
11月10日（土）12時～17時
11月11日（日）8時30分～15時

場  所  和田体育館
主　催  寒蘭の里とさ宿毛展示大会 

実行委員会
共　催  宿毛市、土佐愛蘭会宿毛支

部、宿毛愛石玉水会
 問  商工観光課　☎ 63-1119

募 情報コーナー
information宿毛



	 	 		 	 	 　		
	 生涯学習セミナー

　　「心新たに生きる」
	 	 		 	 	 　				

日  時 11月21日（水）・22日（木）
19時30分～21時30分（受付19時）

場  所  
JA高知はた宿毛支所2階　会議室

講  師  （公財）モラロジー研究所生
涯学習講師
平井　末治（奈良県五條市）
大澤　譲二（愛媛県今治市）
参加費  参加費　1,500 円

※別途テキスト代　270 円
※テキストをお持ちの方は持参。

申  込  電話
主　催  （公財）モラロジー研究所
後　援  文部科学省、高知県教育委

員会、宿毛市教育委員会
 問  宿毛モラロジー事務所

☎ 63-1038

	 	 		 	 	 　		
	 平成31年成人式

	 	 		 	 	 　		
日  時  平成 31 年 1 月 3 日（木）

 13 時 30 分～ 16 時
（受付 12 時 30 分～ 13 時 20 分）

場  所  宿毛文教センター
対  象  平成 10 年 4 月 2 日から平

成 11 年 4 月 1 日までに生まれた方
で、宿毛市に住民票のある方、また
は保護者の住所が宿毛市にある方

申込締切  11 月 27 日（火）
申込方法  
宿毛市に住民票がある方：送付され
た案内状に必要事項をご記入のう
え、返送してください。
宿毛市に住民票のない方：「参加申
込書」（生涯学習課にて配布）に記
入または電話・メールしてください。

メール記載内容  
●題名「成人式出席について」
●本人の氏名（フリガナ）、生年月日、
性別、住所（〒）、電話番号
●保護者の氏名（フリガナ）、住所

（〒）、電話番号、記念写真購入希望
の有無（2 枚 1 組 3,000 円当日集金）
 問  生涯学習課　☎ 63-3394

gakusyuu@city.sukumo.lg.jp

	 	 		 	 	 　		
	 土佐愛蘭会

	 西部地区遅花展示会
	 	 		 	 	 　		

「払い越の紅花」などの人気品種も
展示されます。ぜひお越しください。

日  時  
12 月1 日（土）13 時～17 時
12 月2 日（日）8 時30 分～15 時

場  所  総合運動公園　武道場
主　催 土佐愛蘭会西部地区（宿毛

支部、窪川支部、北幡支部、
西土佐支部、中村支部、清
水支部）

 問  遅花会事務局　☎ 65-8187

	 	 		 	 	 　		
	 四季折々を体験しよう！

　　親子ヨガ教室
	 	 		 	 	 　				

“lili yoga” 講師が子どものいるお母さ
んの為のヨガ教室を開催します。お子
さんと一緒に参加も可能です。

日  時  11月17日（土）10時～12時
場  所  フジ宿毛店東側空店舗
参加費  無料　　 申  込  不要
服  装  動きやすい服装
持参物  水筒（あればヨガマット）
 問  ワールドスマイル

☎ 090-5910-0989
	 	 		 	 	 　		
	 こども食堂　ゆめ

	 	 		 	 	 　				
みんなでおしゃべりしながら一緒に
ごはんを食べませんか。お一人でも
お友達と一緒でも大歓迎です。

日  時  11月17日（土）12時～15時
（ワールドスマイルのイベント後）

場  所  フジ宿毛店東側空店舗
参加費  大　人  300 円

こども  100 円（小学生以下）
 幼　児  無料

申  込  不要
メニュー  

ちらし寿司、いもたき、おでん、秋野
菜のサラダ、バナナケーキ、みかん
※メニューが変更となる場合あります。
※アレルギー対応はしていません。
※なくなり次第終了（50 食程度）
 問  こども食堂　ゆめ

☎ 090-5146-7529

	 	 		 	 	 　		
	「みやもっち塾

　　（自分から学びたい！）」
	 	 		 	 	 　				

“みやもっち塾”では，子ども達の
好奇心を自然の中で思いっきり伸ば
し、「学びの楽しさ」を感じてもら
いたいと思っています。

日  時
11 月23 日（金・祝）10 時～15 時

場  所  山里の家（橋上町楠山）
対象年齢  年中～小６（5 歳～ 12 歳）
定  員  30 名（子どものみ参加も可）
参加費  1 組 1,000 円（別途施設使

用料 300 円 / 人が必要）
申  込  電話　※先着順
持参物  お弁当、水筒
 問  ワールドスマイル

☎ 090-5910-0989

	 	 		 	 	 　		
	 認知症予防教室

	 	 		 	 	 　				
日  時  11月30日（金）14時～15時
場  所  聖ヶ丘病院　作業療法室
内  容  認知症と認知機能検査
講  師  心理療法士
参加費  無料　　 申  込  不要
駐車場  有
 問  聖ヶ丘病院　地域連携室 

中野・長尾 　☎ 63-2146（病院代表）

	 	 		 	 	 　		
　		宿毛まちのえき		林邸
　		カフェスペース使用者募集
	 	 		 	 	 　		
現在、宿毛まちのえき 林邸内で運営
されている「林邸カフェ」が 10 月
末をもちまして閉店することとなり
ました。つきましては、引き続いて
カフェを運営していただける事業者
を募集します。
詳細につきましては、商工観光課ま
でお問い合わせください。
所在地  宿毛市中央3丁目1－3
家  賃  5 万円 / 月

　　　　（光熱水費等別途必要）
面  積  約 80㎡　
募集期間

 11 月 1 日（木）～ 11 月 30 日（金）
 問  商工観光課　☎ 63-1119

募

7 広報すくも 2018.11



8

歴
史
と
文
化

歴史館パスポート
　市内各小・中学校の協力により「歴史館パスポート」を全児童・生徒に配布して
います。これを持参する市内小・中学生は、引率する保護者も含めて無料で宿毛歴
史館に何回でも入館出来ます。
　なお、今年度も入館ごとに「すくもの 21 人」缶バッジを 1 個差し上げます。
　さらに、その都度「歴史館パスポート」に押されるスタンプが 21 人分そろうと、
缶バッジすべてを飾ることができる色紙をプレゼントします。「学問の秋」を満喫してください。
※ 1 日の利用は 1 回のみで、缶バッジは毎回 1 枚につき 1 個お渡しします。なくなり次第終了します。
休館日  毎週月曜日（祝日の場合は開館して翌日休館）・年末年始  問  宿毛歴史館　 ☎ 63-5496

読書週間「ホッと一息　本と一息」
　10月27日（土）から11月9日（金）までの2週間は「第72回読書週間」です。
今回の標語は「ホッと一息　本と一息」。読書週間に合わせ、坂本図書館では企画展示や読
書クイズを行っていますので、ぜひお立ち寄りください。

図書館読書クイズ
　図書館内の書籍を使った読書クイズです。全問正解者には抽選で、賞品をプレゼントし
ます。回答用紙と回収ボックスは図書館内に置いています。

期  間  10 月 27 日（土）～ 11 月 29 日（木）      対  象  小・中学生
図書企画展示

　「家族の日」にちなんで「みんなで楽しむ家族の時間」と題し、「親子であそぼう」、「あった
か料理　家庭料理」、「家族の小説」の3つのコーナーを用意し図書を展示します。

期  間  10 月 27 日（土）～ 11 月 29 日（木）  問  坂本図書館 　☎ 63-2654

平成 30年度宿毛の歴史講座 4
　毎月1回、連続5回の宿毛の歴史講座第4回目は、戊辰戦争に関係した宿毛の人びとの関連史跡を巡る散策です。

日  時  11 月 8 日（木）13 時 30 分～ 15 時
集  合  宿毛文教センター 1 階　入り口
申  込  不要　 参加費  無料

演  題  『散策・戊辰戦争と宿毛』
講  師  宿毛歴史館職員

※徒歩による散策の為、雨天中止
 問  宿毛歴史館 　☎ 63-5496

坂本図書館新刊だより
（内容紹介は、㈱図書館流通センター TRC MARC より）

●なまえをつけて
谷川俊太郎 詩

いわさきちひろ 絵
講談社

かんがえているの わたし こころ
のなかは どうなっているのか な
みだはどこから わいてくるのか 
どうしてほしは うつくしいのか -。
いわさきちひろが描いた子どもの
絵と谷川俊太郎の詩のコラボレー
ション絵本

●すきま地蔵
室井滋 文 / 長谷川義史 絵 / 白泉社

●月の満ちかけをながめよう
森雅之 イラスト / 相馬充 監修 / 誠文堂新光社

●愛なき世界
三浦しをん 著
中央公論新社

洋食屋の見習い・藤丸陽太が恋を
した本村紗英は、三度の飯よりシ
ロイヌナズナ（葉っぱ）の研究が
好き。人生のすべてを植物に捧げ
る本村に、藤丸は恋の光合成を起
こせるのか !? 『読売新聞』連載を
加筆・修正し単行本化。

● TAS 特別師弟捜査員
中山七里 著 / 集英社

●プロが “身内だけ ”にこっそり教える最強の保険選び
都倉健太 著 / 新星出版社

 問  坂本図書館　☎ 63-2654
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　●土地の現況地目が変更になったとき
　●家屋の全部又は一部を取り壊したとき

　●家屋の新築、増築、使用用途変更をしたとき

税
金

¥
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固定資産税のお知らせ

　登記されていない家屋（未登記家屋）を売買、相続、贈与等により名義変更される場合は、市役所でのお手続き
が必要になります。手続きのための承諾書は税務課固定資産税係でご用意していますので、必要な方はご連絡くだ
さい。

土地・家屋について

償却資産について
　固定資産税は、土地や家屋のほかに償却資産についても課税の対象となります。
　償却資産とは会社や個人が所有している構築物、機械、器具、備品などの事業用資産です。
　償却資産を所有されている方は、毎年 1 月 1 日時点に所有している償却資産について、資産の所在地の市町村長
に申告していただくことになります。（地方税法第 383 条 < 固定資産の申告 >）
　申告用紙が必要な方にはお送りしますので、税務課固定資産税係までご連絡ください。

お持ちの土地・家屋について、次のようなときは、固定資産税係にご連絡ください。

土地（宅地）の税額軽減のために申告が必要です。

登記されていない家屋の名義変更は市役所でできます。

申告対象となる償却資産の例

償却資産の申告書の提出期限は、1月 31 日（木）です

 問  税務課固定資産税係　 ☎ 63-1203

●事務所…応接セット、ロッカー、パソコン、コピー機、エアコン
●小売業…商品陳列ケース、自動販売機、冷蔵庫、冷凍庫、看板
●喫茶・飲食店…カウンター、室内装飾品、厨房設備、レジスター
●工場・作業所…受変電設備、旋盤、プレス機、構内舗装、門、塀
●建設業…ポータブル発電機、パワーショベル、ポンプ、溶接機
●病院・診療所…ベッド、手術台、医療用機器、給食用厨房

●農業…ビニールハウス、田植機、稲刈機
●漁業…漁船、船舶無線、漁網、養殖用設備

　固定資産税は、登記地目や登記床面積によらず、その年の 1 月 1 日（賦課期日）時点での現況地目や現況床面積
等により評価され、その評価額に基づき税額が計算されます。
　現況地目や現況床面積等の修正（課税台帳の修正）には職員による現地調査が必要となりますので、必ず 1 月 1 日

（賦課期日）までにご連絡ください。

　住宅の敷地の用に供されている土地（住宅用地）は、「住宅用地に対する課税標準の特例」により土地の税額が
軽減されます。
　家屋の新築や使用用途変更により新たにこの特例の適用をうけるためには、申告が必要となりますので、ご注意
ください。

固定資産税　4 期
国民健康保険税　5 期
介護保険料　5 期
後期高齢者医療保険料　5 期

11 30
納 期 限

（金）

3・4・10・11・17・18・24・25
1・2・8・9・15・16・28・30・31

11月

12月
高知けいば

パルス宿毛

休日市税納付窓口開設日
月 日 場　所 開設時間
11 25（日） 市役所税務課   9：00 ～ 17：00

※お昼休みも納付できます。
夜間市税納付窓口開設日

月 日 場　所 開設時間

11
8（木）

市役所税務課 17：15 ～ 19：00
22（木） 〈HP〉http://www.keiba.or.jp  〈i-mode〉http://www.keiba.or.jp/i/
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「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
発行されます～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は、所得税法および地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が
軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成 30 年 1 月から 12 月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追納さ
れた保険料も含まれます。また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子さん等）の負担すべき国民
年金保険料を支払っている場合、その保険料もあわせて控除が受けられます。

社会保険料控除を受けるため、年末調整や確定申告を行うときに必要なもの
　保険料を納付したことを証明する書類（領収証書、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書）

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について
　平成 30年 1月 1日（月・祝）から 10月 1日（月）までの間に国民年金保険料を納められた方には、11月上旬に日
本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られる予定です。（9月下旬から 10月上旬にか
けてコンビニエンスストアで国民年金保険料を納付された一部の方は、11月中旬頃送られる予定です。）
　また、平成 30年 10月 2日（火）から 12月 31日（月）までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方
へは、翌年の 2月上旬に送られる予定です。

 問  『控除証明書』の問い合わせ先（ねんきん加入者ダイヤル）　☎ 0570-003-004
　　※ 050 から始まる電話の場合は、（東京）03-6630-2525
　　〈受付期間〉  平成 30 年 11 月 1 日（木）～平成 31 年 3 月 15 日（金）
　　〈受付時間〉 月～金曜　8 時 30 分～ 19 時・第 2 土曜　9 時～ 17 時 、　    
　　（土・日・祝日（第 2 土曜を除く）、12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く）

11 月は「ねんきん月間」、
11 月 30 日（いいみらい）は「年金の日」です！

　年金保険料、納めていますか？この機会に年金加入状況の確認を！
　11 月 30 日は、ご自身の年金記録や年金受給見込額を確認し、老後の生活設計に思いを巡ら
していただく「年金の日」です。
　ぜひ、この機会に「ねんきんネット」をご利用いただき、ご自身の年金記録の定期的な確認
や年金見込額を試算してください。「ねんきんネット」のご利用登録は、日本年金機構ホームペー
ジからお願いします。  問  幡多年金事務所　☎ 0880-34-1616（自動音声案内）

日本年金機構幡多年金事務所による 年 金 相 談
日  時

受 付 時 間

必要なもの

代 理 人の 場 合

11 月 20 日（火）
10 時 ～ 12 時、13 時 ～ 15 時

●委任状
●委任者の本人確認できるもの
●代理人の本人確認できるもの

 問  市民課年金係　☎ 63-1112

●年金手帳や年金証書
●年金の手続きであれば送られてきた書類一式
●認め印　●本人確認ができるもの場  所

予  約

宿毛市役所 受  付 市民課年金係

8 時 30 分～

相談には予約が必要です。ご予約はお早めに。
※詳細については、予約の際にお尋ねください。

お誕生おめでとう
（平成 30 年 9 月受付分）

住　所

山奈町芳奈
小筑紫町伊与野
宇須々木

赤ちゃん

石
いしかわ

川　葵
あ お い

唯
依
よりおか

岡　尚
しょうげん

玄
森
もりした

下　月
な な と

翔

保護者

洋一
航平
憲一

ご冥福をお祈りします
（平成 30 年 9 月受付分）

住　所

幸町
平田町黒川

氏　名

仲上　末光
井垣　順一

享　年

95
89

※本コーナーの記事は、家族などからの申し込みにより掲載しています。（敬称略）　　  問  市民課市民係　☎ 63-1112
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

専
決
処
分
議
案
四
件
、「
平
成
二
十

九
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
」
の
決

算
認
定
議
案
十
三
件
、「
平
成
三
十

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど

予
算
議
案
十
件
、「
宿
毛
市
事
務
所

の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
条
例
議
案

三
件
、
そ
の
他
の
議
案
二
件
の
合

計
三
十
二
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
決

算
認
定
議
案
十
三
件
を
除
い
て
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
八
日
、
十
九
日
、
二
十
日
に
十

一
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
日
に
は
議
案
に
対
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、「
宿

毛
市
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」
及

び
「
庁
舎
移
転
に
か
か
る
議
案
を

継
続
審
議
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て
」
の
二
件
が
審
議

さ
れ
、
と
も
に
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　
市
役
所
の
位
置
を
「
小
深
浦
高
台
」

に
変
更
し
よ
う
と
す
る
「
宿
毛
市

事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い

て
は
、
五
人
が
討
論
を
行
い
、
記

名
投
票
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
、

賛
成
一
〇
票
、
反
対
四
票
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
一
八
号
・
議

　
案
第
三
二
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で

八
億
三
千
九
十
二
万
四
千
円
が
増

額
補
正
さ
れ
、
累
計
で
百
二
十
四

億
六
千
八
十
八
万
五
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

第
三
回
（
九
月
）
定
例
会
日
程

９
月
１１
日
（
火
）
本
会
議
�
開
会
、
議
案
上
程

�

�

提
案
理
由
の
説
明

�

１２
日
（
水
）
休
　
会
�
議
案
等
精
査

�

１３
日
（
木
）
休
　
会
�
議
案
等
精
査

�

１４
日
（
金
）
休
　
会
�
議
案
等
精
査

�

１５
日
（
土
）
休
　
会
　

�

１６
日
（
日
）
休
　
会

�

１７
日
（
月
）
休
　
会
　

�

１８
日
（
火
）
本
会
議
�
一
般
質
問

�

１９
日
（
水
）
本
会
議
�
一
般
質
問

�

２０
日
（
木
）
本
会
議
�
一
般
質
問
、
議
案
質
疑

�

２１
日
（
金
）
休
　
会
�
委
員
会
審
査

�

２２
日
（
土
）
休
　
会
　

�

２３
日
（
日
）
休
　
会

�

２４
日
（
月
）
休
　
会

�

２５
日
（
火
）
休
　
会
�
委
員
会
審
査
、
連
合
審
査
会

�

２６
日
（
水
）
休
　
会
　
　

�

２７
日
（
木
）
休
　
会
�
委
員
会
審
査

�

２８
日
（
金
）
本
会
議
�
委
員
長
報
告
、
質
疑

�

�

討
論
、
表
決
、
閉
会

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
津
波
避
難
道
整
備
工
事
費

…
…
…
…
…
…
…
一
千
六
百
万
円

○
小
深
浦
高
台
修
正
設
計
業
務
委

託
料
…
…
…
一
千
六
百
二
十
万
円

○
都
市
防
災
総
合
推
進
事
業
費
補

助
金
返
還
金

…
…
六
千
二
百
八
十
四
万
五
千
円

○
が
け
く
ず
れ
住
家
防
災
対
策
工

　
事
費
…
…
…
…
…
一
億
三
千
万
円

○
豪
雨
災
害
復
旧
関
連
事
業
費

…
…
…
…
…
五
億
四
千
二
百
万
円

○
全
壊
・
半
壊
家
屋
解
体
工
事
費

…
…
…
二
千
三
百
十
八
万
二
千
円

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
三
十
年
九
月
十
一
日
に
開
会
し
、

十
八
日
間
の
会
期
で
九
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

当
　
初
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会
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◎
議
案
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一

号
「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
」

　
宿
毛
市
沖
の
島
辺
地
の
道
路
施
設
・

観
光
施
設
・
集
会
施
設
・
飲
用
水

供
給
施
設
・
診
療
施
設
の
整
備
及

び
北
部
辺
地
の
道
路
施
設
整
備
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
辺
地
対
策

事
業
債
の
申
請
を
行
う
に
は
本
計

画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別

措
置
等
に
関
す
る
法
律
」
第
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
二
十
七
号
「
宿
毛
市
事

務
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
市
役
所
新
庁
舎
の
位
置
を
「
小

深
浦
高
台
」
に
変
更
す
る
こ
と
に

伴
い
、
地
方
自
治
法
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
二
十
八
号
「
宿
毛
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

　
平
成
二
十
九
年
十
月
よ
り
本
格

運
行
を
開
始
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
い
て
、
住
民
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
に
運
行
経
路

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

「
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て
」

　
本
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
七
月
八
日
に
発
生
し
た
豪
雨

災
害
に
伴
い
、
早
期
復
興
に
向
け

て
地
方
自
治
法
第
一
七
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
を
お

こ
な
っ
た
も
の
で
す
。
主
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
議
案
第
一
号
と
四

号
は
一
般
会
計
補
正
予
算
で
、
災

害
土
砂
等
の
撤
去
費
や
土
木
施
設

等
の
災
害
復
旧
費
な
ど
に
一
億
九

千
三
百
八
十
九
万
一
千
円
、
大
島

桜
公
園
の
災
害
復
旧
工
事
費
等
に

八
百
九
十
七
万
九
千
円
を
追
加
し

て
お
り
ま
す
。
第
二
号
は
下
水
道

の
維
持
修
繕
料
等
に
六
百
六
十
八

万
二
千
円
を
追
加
、
第
三
号
は
今

回
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
災
害
被
害
者
に
対
し
、
市
民
税
、

固
定
資
産
税
・
国
保
税
を
減
免
す

る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
採
択

不
採
択

第
13
号

第
14
号

宿
毛
市
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

庁
舎
移
転
に
か
か
る
議
案
を
継
続
審
議
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

承
　
　
認

承
　
　
認

承
　
　
認

承
　
　
認

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

第
5
号

第
17
号

第
18
号

第
26
号

第
27
号

第
28
号

第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定

期
船
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事

業
、
下
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
運
営
事
業
、
幡
多
西

部
介
護
認
定
審
査
会
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画

整
理
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
並
び
に
水
道
事
業

会
計
の
利
益
処
分
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期

船
事
業
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国
民
宿

舎
運
営
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）

補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
事
務
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

平
成
三
十
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～～

条
　
　
例

専
　
　
決

▼ 

陳
　
　
　
情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

そ 

　
の
　 

他



A
　
七
月
豪
雨
の
洪
水
に
よ
り
、

篠
川
流
域
の
山
北
、
草
木
薮
、
小
川
、

野
地
、
高
石
、
長
野
、
二
ノ
宮
の

各
地
区
に
お
い
て
堤
防
や
農
作
物

等
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
今
後
、

流
域
で
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
さ

な
い
堤
防
、
護
岸
対
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
所
見
を
問
う
。

B
　
篠
川
は
、
高
知
県
に
よ
り
下

流
か
ら
継
続
的
に
河
川
改
修
を
実

施
し
て
い
る
が
、
ま
だ
未
改
修
の

と
こ
ろ
も
多
い
。
今
後
も
、
住
民

の
安
全
確
保
と
地
域
産
業
を
守
る

た
め
、
早
期
整
備
を
強
く
要
望
し

て
い
く
。
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、

河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
等
の
撤
去

に
つ
い
て
も
、
補
正
予
算
を
要
望

し
て
い
る
と
聞
く
。

A
　
本
年
六
月
の
大
阪
高
槻
市
の

事
故
を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
、

全
国
の
教
育
委
員
会
に
対
し
、
学

校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急
点
検
を
要

請
し
た
。
本
市
の
学
校
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
市
内
の
ほ

と
ん
ど
の
学
校
に
あ
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
五
十
六
件
の
う
ち
、
現
行
の

建
築
基
準
法
の
基
準
外
の
も
の
が

三
十
七
件
、
ひ
び
割
れ
や
欠
損
な
ど
、

破
損
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
十
七

件
あ
っ
た
。
正
常
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
、

基
準
以
下
の
も
の
、
全
て
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
を
金
属
フ
ェ
ン
ス
等
へ
改

修
を
行
い
た
い
。
緊
急
性
の
高
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
金
属
フ
ェ
ン
ス

等
へ
改
修
す
る
費
用
を
今
議
会
の

補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

A
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
維
持

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
新
庁
舎
ま
で
の
交
通
機
関
の

整
備
や
現
在
地
付
近
の
市
民
窓
口

サ
ー
ビ
ス
機
能
の
維
持
等
、
市
民

の
皆
様
へ
不
便
を
か
け
な
い
対
策

を
講
じ
る
。

A
　
緊
急
防
災
事
業
債
の
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
高
台
移
転
の
最
も
有
利
な
起

債
で
あ
る
が
、
平
成
三
十
二
年
度

ま
で
の
期
限
付
き
の
起
債
で
あ
る
。

今
後
、
修
正
設
計
や
開
発
申
請
手

続
き
後
、
造
成
工
事
を
行
い
、
終

了
後
に
庁
舎
建
設
工
事
に
入
る
。

最
短
で
平
成
三
十
二
年
度
中
に
建

築
に
着
工
し
、
三
十
三
年
度
末
完

成
を
目
指
す
も
の
で
、
工
期
的
に

は
大
変
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
る
。

野々下 昌文 議員

A
　
旧
県
立
病
院
跡
地
で
建
設
し

た
場
合
、
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
、

緊
急
保
全
事
業
債
の
対
象
と
な
る

の
か
問
う
。

B
　
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
は
、

本
市
に
は
小
深
浦
の
高
台
が
あ
る

た
め
「
津
波
浸
水
エ
リ
ア
外
で
の

建
て
替
え
が
不
可
能
」
な
場
合
と

い
う
制
約
を
受
け
な
い
た
め
、
活

用
で
き
な
い
。
緊
急
保
全
事
業
債
は
、

耐
震
化
が
未
実
地
の
市
町
村
の
本

庁
舎
建
て
替
え
事
業
が
対
象
の
起

債
で
あ
る
。
本
市
の
場
合
、
平
成

二
十
五
年
に
本
庁
舎
の
耐
震
化
実

施
済
み
の
た
め
、
庁
舎
位
置
に
か

か
わ
ら
ず
、
緊
急
保
全
事
業
債
は

対
象
外
と
な
る
。

豪
雨
に
よ
る
災
害
対
策

に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

宿
毛
市
庁
舎
移
転
問
題

に
つ
い
て

﹇
質
問
順
位
に
よ
る
﹈

　
第
三
回
（
九
月
）
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
八
日
、
十

九
日
、
二
十
日
の
三
日
間
に
十
一
人
の
議
員
か
ら
市
政
全

般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市政のそこが聞きたい! !市政のそこが聞きたい! !



闍倉 真弓 議員

A
　
今
般
、
発
覚
し
た
中
央
官
庁

や
自
治
体
等
に
お
け
る
「
障
害
者

雇
用
数
の
水
増
し
」
問
題
に
つ
い

て
強
い
憤
り
を
覚
え
る
。
ま
さ
に

障
害
者
差
別
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
事
案
に
つ
い
て
、
自
治

体
の
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

B
　
公
共
機
関
は
率
先
し
て
障
害

者
を
雇
用
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
う

し
た
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は
誠
に

遺
憾
で
あ
る
。
障
害
者
雇
用
政
策

を
推
進
す
る
立
場
と
し
て
非
常
に

残
念
に
思
う
。

A
　
宿
毛
市
で
の
障
害
者
雇
用
促

進
法
に
謳
わ
れ
て
い
る
雇
用
率
を

問
う
。

B
　
宿
毛
市
全
体
で
、
二
百
七
十

二
人
中
七
人
の
雇
用
で
雇
用
率
は
二
・

五
七
％
で
あ
る
。

A
　
宿
毛
市
は
宿
毛
市
振
興
計
画

の
中
で
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
に
基
づ
き
、
障
害
者
福

祉
に
取
組
む
と
し
て
い
る
が
、
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
雇
用
・
就
労
の
充
実
は
、
障

害
者
が
社
会
参
加
を
し
、
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
営
む
上
で
非
常

に
重
要
と
考
え
る
。
引
続
き
、
障

害
者
の
就
労
支
援
及
び
働
く
場
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
組
む
。

A
　
宿
毛
市
庁
舎
の
建
設
問
題
に

つ
い
て
、
市
を
二
分
・
三
分
す
る

様
相
で
あ
る
。
い
か
な
る
理
由
で
、

こ
の
よ
う
に
早
急
に
、
今
議
会
で

結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。

B
　
九
月
定
例
会
に
議
案
を
提
案

し
た
い
と
申
し
述
べ
て
き
た
。
災

害
か
ら
市
民
の
皆
様
を
守
り
、
被

災
後
も
宿
毛
市
で
住
み
続
け
て
頂

く
為
に
災
害
に
強
い
庁
舎
を
建
設

し
た
い
。

A
　
宿
毛
市
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、

小
深
浦
の
土
地
を
購
入
し
て
い
た

の
か
。

B
　
小
深
浦
の
高
台
用
地
に
つ
い

て
は
、
発
災
後
に
一
次
避
難
す
る

高
台
整
備
を
目
的
に
購
入
し
た
。

A
　
庁
舎
の
高
台
移
転
に
伴
う
地

域
経
済
へ
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
調
査
し
た
の
か
。

B
　
庁
舎
移
転
に
伴
い
、
地
域
経

済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か

調
査
は
実
施
し
て
な
い
。

A
　
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
予
算

規
模
で
庁
舎
は
高
台
に
建
設
出
来

る
と
お
考
え
か
。
予
算
の
後
出
し

は
な
い
の
か
。

B
　
最
初
か
ら
、
全
て
を
し
っ
か

り
と
決
め
て
提
案
で
き
れ
ば
一
番

良
い
が
、
建
設
す
る
中
で
、
よ
り

良
い
も
の
を
作
る
為
に
若
干
増
減

が
あ
る
。

A
　
全
体
の
造
成
費
用
は
十
億
円

で
あ
る
が
、
概
算
建
築
費
で
は
、
按

分
し
て
一
億
八
千
万
と
な
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
ど
の
よ
う
な
施
設
が
建

設
さ
れ
る
の
か
、
ま
っ
た
く
不
透

明
で
あ
る
。
市
民
に
対
し
て
、
総

事
業
費
を
少
な
く
見
せ
る
為
に
、
作

為
的
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

B
　
現
時
点
で
は
保
育
園
の
建
設

に
つ
い
て
進
め
て
い
る
。
残
っ
た

土
地
に
つ
い
て
は
一
部
売
却
な
り
、

県
等
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
津
波
発
生
時
に
お
け
る
参
集

率
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
想

定
を
し
て
い
る
の
か
。

B
　
参
集
方
法
の
調
整
、
検
討
す

る
中
で
参
集
率
に
つ
い
て
調
査
を

し
た
い
。

A
　
小
深
浦
に
決
め
た
経
緯
、
判
断
、

覚
悟
を
問
う
。

B
　
災
害
に
対
し
て
の
庁
舎
の
役

割
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
実

際
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

は
庁
舎
が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
る

復
興
の
遅
れ
に
よ
り
結
果
と
し
て
、

人
口
流
出
が
止
ま
ら
ず
、
大
幅
な

人
口
減
と
な
っ
た
。
国
は
自
治
体

の
庁
舎
建
設
に
対
し
て
は
、
原
則

補
助
し
な
い
例
外
と
し
て
津
波
被

害
に
対
応
し
た
庁
舎
建
設
を
行
う

場
合
は
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

を
活
用
し
事
前
復
興
対
策
を
講
じ

る
こ
と
を
進
め
て
い
る
。
防
災
・

減
災
事
業
を
緊
急
に
実
施
す
る
た

め
に
借
り
ら
れ
る
起
債
で
あ
る
。

次
世
代
に
つ
な
が
る
安
心
安
全
の

宿
毛
市
構
築
の
た
め
に
安
全
な
高

台
に
有
効
な
財
源
を
活
用
し
て
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
災
後
も
全
て

の
宿
毛
市
民
に
対
し
て
迅
速
な
対

応
を
行
う
た
め
、
考
え
抜
い
た
結

果
で
あ
る
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
し

っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
。

A
　
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
構
想
が

見
え
な
い
た
め
不
安
や
疑
問
が
出

て
い
る
。
計
画
の
一
端
で
も
あ
れ

ば
問
う
。

B
　
近
く
決
定
さ
れ
る
予
定
の
高

速
道
路
の
ル
ー
ト
な
ど
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
影
響
を
加

味
し
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
は
早
急
に
進
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
市
民
直
結
の
窓
口

業
務
を
担
保
し
た
機
能
は
、
こ
の

エ
リ
ア
に
残
し
な
が
ら
、
公
共
交

通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
の
充

実
を
図
る
。
林
邸
を
初
め
と
し
て

江
戸
期
の
町
割
り
、
神
社
お
寺
な

ど
を
活
用
、
歴
史
文
化
を
存
分
に

生
か
し
て
い
く
。
宿
毛
小
中
学
校

の
敷
地
の
一
部
に
岩
村
通
俊
の
胸

像
を
再
建
し
公
園
化
す
る
。
本
町

通
り
に
東
京
の
企
業
の
サ
テ
ラ
イ

松浦 英夫 議員

新
庁
舎
建
設
地
の
選
定

に
つ
い
て

障
害
者
数
の
水
増
し
問

題
に
つ
い
て

宿
毛
市
庁
舎
問
題
に
つ

い
て



ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出
が
決
定
し
将

来
的
に
は
二
十
名
の
雇
用
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
移
転
後
の
現
庁
舎

に
は
、
大
学
や
専
門
学
校
の
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
に
取

り
組
む
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂

く
中
で
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
。
皆

さ
ん
の
お
力
を
か
し
て
頂
き
た
い
。

A
　
萩
原
の
崩
壊
し
た
墓
地
の
今

後
を
問
う
。

B
　
七
月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り

大
規
模
な
崩
落
が
発
生
、
多
数
の

土
石
や
遺
骨
が
流
出
。
北
側
の
お

墓
へ
の
通
路
が
通
行
で
き
な
い
。

迂
回
路
を
開
設
し
案
内
看
板
を
設

置
し
た
。
斜
面
の
復
旧
や
土
砂
撤

去
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
お
墓
の
移
転
が

必
要
な
方
の
手
続
き
は
本
市
環
境

課
に
お
い
て
対
応
す
る
。

A
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
七
月
豪
雨
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
主
体
と
し
て
七
月
十
日

か
ら
六
日
間
、
個
人
、
中
学
校
高

校
各
種
団
体
等
様
々
な
方
か
ら
参

加
頂
い
た
。
述
べ
九
百
四
十
八
名
、

家
屋
の
浸
水
に
伴
う
泥
や
家
財
の

撤
去
等
百
四
十
五
件
を
対
応
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
本
当
に
大
切
だ

と
実
感
し
た
。

A
　
来
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
森

林
環
境
譲
与
税
の
支
給
額
は
高
知

県
全
体
で
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

B
　
平
成
三
十
年
二
月
の
県
の
試

算
で
は
、
平
成
三
十
一
年
度
年
間

七
億
一
千
四
百
万
円
で
、
満
額
と

な
る
平
成
四
十
五
年
度
で
は
二
十

一
億
三
千
九
百
万
円
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

A
　
宿
毛
市
へ
の
分
配
額
は
ど
の

程
度
か
。

B
　
来
年
度
一
千
八
百
万
円
で
そ

の
後
段
階
的
に
増
額
さ
れ
平
成
四

十
五
年
以
降
は
年
間
六
千
二
百
万

円
と
な
る
。

A
　
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
予
算

の
運
用
形
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

B
　
新
た
な
基
金
を
設
置
の
上
、

長
期
的
な
視
点
で
計
画
的
に
運
用

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

A
　
現
在
の
市
の
動
き
は
ど
の
程

度
か
。

B
　
来
年
度
の
事
業
開
始
に
向
け
て
、

幡
多
林
業
事
務
所
を
中
心
と
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、

他
市
町
村
と
の
情
報
共
有
や
連
携

体
制
の
協
議
を
行
う
一
方
、
森
林

組
合
な
ど
林
業
事
業
と
円
滑
に
事

業
が
行
え
る
よ
う
事
前
準
備
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

A
　
現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
制
度
に
代
わ
っ
て
再
来
年
四
月

か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

B
　
来
年
の
六
月
か
ら
九
月
議
会

に
条
例
制
定
・
改
正
議
案
を
提
出

し
、
十
月
以
降
に
募
集
を
行
う
。

A
　
臨
時
職
員
の
中
に
は
こ
の
改

正
に
よ
る
雇
い
止
め
を
危
惧
す
る

声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

B
　
今
回
の
改
正
が
原
因
と
な
る

雇
い
止
め
は
想
定
し
て
い
な
い
。

A
　
任
用
、
勤
務
条
件
等
の
近
隣

市
と
の
調
整
、
均
衡
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
。

B
　
現
在
ど
の
市
町
村
も
臨
時
非

常
勤
職
員
の
実
態
把
握
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
給
与
体
系
や

勤
務
条
件
を
提
示
で
き
る
段
階
で

は
な
い
が
、
高
知
県
内
の
統
一
が

困
難
な
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も

幡
多
郡
内
で
は
統
一
的
な
運
用
と

な
る
よ
う
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
の
臨
時
職
員
の
賞
与

の
支
給
規
定
は
、
四
万
十
市
並
び

に
土
佐
清
水
市
に
比
べ
て
余
り
に

も
低
す
ぎ
は
し
な
い
か
。

B
　
宿
毛
市
は
両
市
に
比
べ
て
特

別
賃
金
が
少
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
六
月
、
十
二
月
、
全
体
で
何

日
分
宿
毛
市
が
少
な
い
の
か
。

B
　
現
在
宿
毛
市
で
は
支
給
日
数

が
六
月
、
十
二
月
そ
れ
ぞ
れ
十
二

日
分
と
な
っ
て
い
て
、
土
佐
清
水

市
と
比
べ
る
と
九
日
分
が
二
回
、計

十
八
日
分
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

A
　
三
十
一
年
度
な
ど
と
悠
長
な

こ
と
で
は
な
し
に
す
ぐ
に
で
も
見

直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
平
成
二
十
九
年
度
に
支
給
日

数
を
八
日
分
増
や
す
よ
う
見
直
し

を
行
っ
た
が
、
宿
毛
市
が
特
別
賃

金
が
低
い
状
況
は
ご
指
摘
の
と
お

り
な
の
で
、
三
十
一
年
度
か
ら
の

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

A
　
条
例
で
設
置
し
た
協
議
会
の

活
動
状
況
を
問
う
。

B
　
協
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
市

民
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
等
の

十
名
で
構
成
し
、
九
月
三
日
に
第

一
回
の
会
議
を
開
催
、
空
き
家
調

査
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
協
議

山戸 　寛 議員

山本 　英 議員

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ

い
て

森
林
環
境
税
・
森
林
環

境
譲
与
税
に
つ
い
て

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
の
協
議
会

に
つ
い
て



を
行
っ
た
。
空
き
家
問
題
は
、
周

辺
の
安
全
性
の
低
下
、
公
衆
衛
生

の
悪
化
等
、
市
民
生
活
に
影
響
が

及
ぶ
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
助
言
、

指
導
な
ど
を
行
う
。

A
　
先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
補
完

す
る
た
め
の
質
問
と
し
て
、
市
長

は
現
在
の
防
衛
計
画
の
大
綱
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

B
　
現
大
綱
で
は
、
南
西
地
域
の

防
衛
体
制
の
強
化
や
海
上
、
航
空

優
勢
の
維
持
に
向
け
た
防
衛
力
整

備
を
優
先
し
、
幅
広
い
後
方
支
援

基
盤
の
確
立
に
配
慮
し
つ
つ
機
動

展
開
能
力
の
整
備
も
重
視
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
地
域
は
、

こ
れ
ら
の
重
視
事
項
の
根
拠
地
と

し
て
の
最
適
な
候
補
地
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
防
衛
省
に
要
望
活

動
を
し
て
い
る
。

A
　
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
む
ベ
ク

ト
ル
の
修
正
が
さ
れ
た
と
の
報
道

が
あ
っ
た
が
、
南
海
ト
ラ
フ
は
修

正
さ
れ
た
の
か
。

B
　
気
象
庁
は
七
月
に
津
波
予
測

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
改
善
し
て
い
る
。

高
知
県
周
辺
で
は
日
向
灘
付
近
の

修
正
が
あ
っ
た
が
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
想
定
に
は
影
響
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

A
　
防
波
堤
の
ね
ば
り
化
や
県
の

実
施
し
て
い
る
防
潮
堤
の
整
備
に

よ
り
津
波
の
強
度
に
変
化
が
予
想

さ
れ
る
が
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
見
直
し
は
あ
る
の
か
。

B
　
津
波
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

見
直
し
を
行
う
よ
う
県
と
調
整
す
る
。

A
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ

れ
て
い
る
内
容
に
対
応
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
各
候
補
地
の

震
度
六
弱
対
策
、
Ｌ
２
津
波
対
策
、

液
状
化
対
策
、
地
盤
沈
下
対
策
、
長

期
浸
水
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
震
度
六
弱
対
策
は
共
通
で
あ

る
が
、
Ｌ
２
津
波
、
液
状
化
、
地

盤
沈
下
、
長
期
浸
水
対
策
は
小
深

浦
高
台
以
外
の
二
か
所
で
は
対
応

が
困
難
と
考
え
る
。

A
　
情
報
の
収
集
体
制
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
ド
ロ
ー
ン
が
有
用
で
あ
り
消

防
所
有
の
も
の
を
活
用
す
る
ほ
か
、

新
庁
舎
に
も
配
備
し
た
い
。
そ
の
他
、

県
防
災
ヘ
リ
の
画
像
や
職
員
の
目

視
情
報
、
他
機
関
か
ら
の
派
遣
員

の
情
報
を
活
用
す
る
。

A
　
非
常
用
電
源
、
車
両
燃
料
等

の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
現
状
は
整
備
で
き
て
い
な
い
。

新
庁
舎
に
は
、
災
害
時
に
必
要
と

な
る
物
を
確
保
す
る
。

A
　
教
育
の
現
状
を
問
う
。

B
　
小
中
学
校
で
は
学
習
指
導
要

領
に
よ
り
授
業
等
で
適
切
に
指
導

し
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
が
国
際

社
会
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
日
本
人
と
し
て
成
長
し
て

い
く
た
め
、
ま
た
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
を
養
い
愛
国
心
を
育
て
る

た
め
に
大
変
重
要
と
考
え
る
。

A
　
災
害
級
猛
暑
と
言
わ
れ
た
本
年
、

熱
中
症
で
の
救
急
搬
送
件
数
、
ま
た
、

啓
発
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
搬
送
に
つ
い
て
は
九
月
十
一

日
時
点
、
十
九
件
、
幸
い
に
も
生

命
の
危
険
の
あ
る
重
症
の
方
は
い

な
か
っ
た
。
昨
年
の
二
十
件
に
比

べ
特
に
増
加
は
な
か
っ
た
が
、
熱

中
症
に
対
す
る
知
識
、
対
処
法
を

身
に
つ
け
て
頂
く
こ
と
は
必
要
で

あ
り
、
広
報
で
対
策
を
掲
載
し
た
。

他
に
も
熱
中
症
の
多
く
な
る
五
月

か
ら
九
月
ご
ろ
の
期
間
を
通
し
、
公

共
施
設
で
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
乳

幼
児
の
い
る
保
護
者
や
各
種
健
診

受
診
者
に
予
防
対
処
法
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
ま
た
、
自
主

グ
ル
ー
プ
活
動
、
健
康
相
談
、
家

庭
訪
問
の
場
で
保
健
師
が
指
導
、
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

A
　
七
月
に
は
愛
知
県
で
男
子
児

童
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
故
も
発

生
し
た
。
教
育
現
場
で
の
取
り
組
み
、

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
状
況
も
含
め
対

策
を
問
う
。

B
　
空
調
機
の
設
置
状
況
は
、
普

通
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
図
書

室
等
の
特
別
教
室
を
合
わ
せ
設
置

率
、
小
学
校
で
十
四
％
、
中
学
校

で
四
十
八
％
、
ま
た
、
日
常
の
教

育
活
動
を
主
に
行
う
普
通
教
室
は

特
別
支
援
教
室
を
含
め
、
小
学
校

六
％
、
中
学
校
百
％
と
な
っ
て
い
る
。

県
の
運
動
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

気
象
庁
、
環
境
庁
が
発
表
す
る
情
報
、

指
数
に
十
分
留
意
の
上
、
課
外
授

業
等
の
実
施
を
判
断
し
現
場
と
十

分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
故
の

な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
く
。

A
　
参
院
選
の
合
区
制
度
が
解
消

さ
れ
ぬ
ま
ま
来
年
の
選
挙
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
地
方
の
声
が

届
き
に
く
く
な
る
、
都
市
へ
の
一

極
集
中
も
懸
念
さ
れ
る
こ
の
制
度

の
解
消
に
こ
れ
ま
で
ど
う
取
り
組

ん
で
き
た
の
か
、
ま
た
、
今
後
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

B
　
合
区
制
度
の
導
入
に
よ
り
地

方
の
民
意
が
届
か
な
い
、
県
を
代

川村 三千代 議員

自
衛
隊
誘
致
に
つ
い
て

防
災
関
連
に
つ
い
て

国
旗
・
国
歌
に
つ
い
て

庁
舎
の
建
て
位
置
に
つ

い
て

猛
暑
・
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て

参
院
選
合
区
制
度
に
つ

い
て

災
害
時
の
庁
舎
の
機
能

に
つ
い
て



表
す
る
議
員
が
選
べ
な
い
と
い
う

思
い
か
ら
投
票
率
の
低
下
に
つ
な

が
る
な
ど
弊
害
が
生
じ
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
高
知
県
市
長
会
、

四
国
市
長
会
、
全
国
市
長
会
は
、

解
消
へ
の
議
案
提
出
、
決
議
を
行

い
決
起
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
国

に
対
し
要
望
を
続
け
て
き
た
。
合

区
対
象
県
の
み
な
ら
ず
全
国
の
自

治
体
の
賛
同
を
得
、
解
消
を
求
め

活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
継
続
と

な
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
来
年
の

選
挙
で
は
特
定
枠
を
適
用
し
た
拘

束
名
簿
方
式
を
導
入
し
、
各
都
道

府
県
の
代
表
を
選
出
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
か

ら
合
区
の
固
定
化
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
今
後
も
地
方
の
様
々
な

意
見
、
民
意
を
国
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
全
国
の
各
自
治
体
と
と

も
に
連
携
し
な
が
ら
危
機
感
を
持

っ
て
解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
　
気
象
庁
が
発
表
す
る
地
震
警

戒
臨
時
情
報
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
取
る
の
か
問
う
。

B
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す

る
可
能
性
に
つ
い
て
、
地
震
の
可

能
性
が
高
ま
っ
た
時
に
は
「
臨
時
」

情
報
を
発
表
す
る
。
こ
の
対
応
に

つ
い
て
は
年
内
を
目
途
に
国
・
県

と
し
て
の
方
針
が
出
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
り
今
後
そ
れ
ら
を
元
に
対

応
方
針
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
、
様
々
な
機
会
を
活
用
し
当

該
情
報
の
周
知
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
避
難
施
設
が
足
り
て
い
な
い

中
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
問

う
。

B
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
臨
時
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
自
主
避

難
者
に
対
し
て
市
内
の
避
難
所
の

容
量
が
不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
Ｌ
２
の
地
震
が
発
生
す
る

と
宿
毛
市
内
で
は
避
難
所
が
約
五

千
人
程
度
不
足
す
る
想
定
と
な
っ

て
お
り
市
役
所
庁
舎
、
西
の
保
育
園
、

西
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
既
に
事
業
化
に
向
け
て
進
み
始

め
て
お
り
幡
多
地
域
に
お
い
て
広

域
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
当
該
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

へ
も
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
い
た
だ
く
よ
う
提
案
し
て
い
く
。

ま
た
開
設
し
た
避
難
所
を
如
何
に

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
し
て
い
く
か
も

重
要
な
こ
と
で
あ
り
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
及
び
周
知
に

つ
い
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

A
　
四
国
電
力
宿
毛
変
電
所
の
移

転
に
つ
い
て
、
庁
舎
移
転
先
の
用

地
提
供
な
ど
移
転
に
向
け
た
提
案

は
で
き
な
い
も
の
か
問
う
。

B
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
配
電
線
の
復
旧
が
完
了

す
る
最
短
二
週
間
程
度
の
間
に
宿

毛
変
電
所
が
復
旧
す
る
想
定
と
な

っ
て
お
り
宿
毛
変
電
所
の
被
災
が

あ
っ
て
も
電
力
供
給
に
大
き
な
支

障
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
判

断
さ
れ
て
い
る
。
四
国
電
力
管
内

に
は
高
圧
発
電
機
車
が
二
十
六
台
、

低
圧
発
電
機
車
が
四
十
八
台
あ
り

必
要
に
応
じ
て
全
国
の
電
力
会
社

に
停
電
区
域
へ
の
配
備
に
つ
い
て

の
応
援
を
要
請
す
る
こ
と
で
配
電

線
が
復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
災
害

復
旧
拠
点
や
避
難
所
等
災
害
対
応

上
重
要
な
施
設
へ
優
先
し
て
供
給

す
る
。
小
深
浦
へ
の
高
台
移
転
に

つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

A
　
「
釣
り
を
活
用
し
た
観
光
振
興

計
画
」
を
策
定
し
釣
り
客
年
間
五

万
人
・
十
万
人
の
誘
致
を
目
指
す

べ
き
だ
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。

B
　
新
港
の
沖
に
あ
る
防
波
堤
が

釣
り
施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
人
気
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
、
活
用

方
法
に
つ
い
て
管
理
者
で
あ
る
高

知
県
や
市
内
の
遊
漁
関
係
者
の
方
々

と
協
議
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。「
釣
り
を
活
用
し
た
観
光

振
興
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
現
状
を
把
握
す
る
な
か
で

何
が
必
要
で
あ
る
か
、
洗
い
出
し

を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
住
民
意
見
交
換
会
が
八
か
所

で
行
わ
れ
三
百
七
十
四
人
の
参
加

が
あ
り
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

説
明
会
等
終
え
て
市
民
の
雰
囲
気

を
正
確
に
理
解
で
き
た
か
。

B
　
厳
し
い
ご
意
見
も
あ
っ
た
こ

と
も
承
知
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
中
で
一
日
も
早
く
災
害
に
強
い

庁
舎
を
建
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う

切
実
な
意
見
も
受
け
る
中
で
建
て

位
置
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

A
　
保
育
園
に
つ
い
て
は
今
で
も

混
雑
し
て
い
る
が
、
公
共
施
設
が

集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

混
雑
す
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
保
育
園
で
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス

で
の
混
雑
が
よ
く
見
ら
れ
る
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
車
両
の
出
入
り
が
で

き
る
動
線
を
確
保
す
る
と
と
も
に

複
数
の
公
共
施
設
が
共
有
し
て
利

用
で
き
る
駐
車
場
な
ど
検
討
を
行

原田 秀明 議員

川田 栄子 議員

災
害
対
策
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
問
題
に
つ

い
て



い
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
基
幹
産
業
で
あ
る
文
旦
農
家

は
畑
の
土
砂
は
当
時
の
ま
ま
の
状

態
で
、
先
の
見
え
な
い
不
安
と
精

神
的
に
も
疲
労
し
て
い
る
。
今
後

の
復
旧
計
画
を
問
う
。

B
　
小
規
模
な
被
災
に
つ
い
て
は

市
の
単
独
事
業
と
し
て
農
地
農
道
、

用
排
水
路
の
土
砂
取
り
な
ど
行
っ

て
い
る
。
現
在
、
国
へ
の
災
害
補

助
申
請
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
補

助
金
の
決
定
を
受
け
た
箇
所
か
ら

復
旧
工
事
等
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
る
。

A
　
平
成
十
三
年
に
も
福
良
川
と

弘
見
川
が
氾
濫
し
た
が
今
回
も
床

上
浸
水
、
護
岸
の
決
壊
な
ど
同
様

の
被
害
を
う
け
た
。
大
月
町
は
改

修
工
事
を
県
へ
要
請
し
て
き
た
。
宿

毛
市
も
要
望
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。

B
　
県
に
よ
る
と
、
福
良
川
及
び

弘
見
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

一
定
区
間
の
改
良
は
完
了
し
て
お

り
、
現
在
、
弘
見
川
上
流
部
で
改

良
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
流

下
能
力
調
査
を
行
い
計
画
を
立
て

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と

し
て
も
地
元
か
ら
の
要
請
を
受
け

今
後
も
要
望
を
続
け
て
い
く
。

A
　
住
居
内
の
個
別
受
信
機
は
大

雨
な
ど
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

の
音
声
が
聞
き
づ
ら
い
場
合
に
、
高

齢
者
な
ど
災
害
弱
者
の
方
々
に
有

効
な
手
段
と
な
る
。
総
務
省
も
推

進
し
て
い
る
、
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

B
　
個
別
受
信
機
は
有
効
な
手
段

と
考
え
る
が
多
大
な
費
用
が
必
要

と
な
り
検
討
が
で
き
て
な
い
。
市

と
し
て
は
宿
毛
市
防
災
ア
プ
リ
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
。
伝
達

す
る
手
段
が
な
い
方
々
を
ど
う
救

い
上
げ
て
い
く
の
か
、
し
っ
か
り

と
検
証
を
す
る
。

A
　
住
民
を
助
け
る
側
の
消
防
署

が
河
口
か
ら
一
キ
ロ
も
離
れ
て
な

い
浸
水
地
域
に
あ
る
。
通
勤
車
、
公

用
車
の
避
難
の
場
所
の
確
保
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

B
　
災
害
時
の
消
防
車
の
公
用
車

等
の
移
動
に
つ
い
て
地
震
が
起
こ

っ
た
と
き
は
津
波
浸
水
が
予
想
さ

れ
る
た
め
総
合
運
動
公
園
に
移
動

す
る
と
定
め
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
災
害
に
つ
い
て
は
特
段
の
定
め

は
な
い
。
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

A
　
現
在
地
で
の
建
て
替
え
の
場

合
で
も
二
十
億
円
の
補
助
が
出
る

事
を
聞
い
た
が
正
し
い
か
。

B
　
現
在
地
・
旧
県
立
病
院
跡
地

の
ど
ち
ら
に
建
設
し
た
場
合
で
も

国
の
補
助
は
出
な
い
。

A
　
確
認
だ
が
旧
県
立
病
院
跡
地

は
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
が
出

る
と
い
う
事
も
仄
聞
す
る
が
出
る

の
か
。

B
　
緊
防
債
も
市
町
村
役
場
機
能

緊
急
保
全
事
業
も
適
用
の
対
象
外

で
あ
る
。

A
　
小
深
浦
高
台
へ
の
建
設
以
外

で
は
緊
防
債
そ
の
他
有
利
な
起
債

は
使
え
な
い
が
緊
防
債
に
は
適
用

す
る
資
金
の
決
め
ら
れ
た
範
囲
が

あ
る
。
説
明
を
求
め
る
。

B
　
借
入
額
の
算
出
に
は
入
居
職

員
数
を
百
九
十
名
で
試
算
。
内
、
水

道
課
職
員
は
公
営
企
業
会
計
に
な

り
除
き
、
残
り
百
七
十
九
名
を
起

債
対
象
人
数
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

　
職
員
一
人
当
た
り
の
起
債
対
象

面
積
は
三
十
五
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、

起
債
対
象
単
価
は
三
十
六
万
一
千

円
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。
従
っ

て
約
二
十
二
億
八
千
万
円
。
こ
の

額
が
借
り
入
れ
の
上
限
額
と
な
り

こ
の
う
ち
の
七
十
％
が
後
年
度
交

付
で
補
填
さ
れ
る
。

A
　
現
在
、
補
正
予
算
を
含
む
約

百
二
十
億
円
の
当
市
の
予
算
中
、

義
務
的
経
費
を
除
き
年
間
に
使
え

る
投
資
的
経
費
は
い
く
ら
か
。

B
　
人
件
費
・
社
会
保
障
費
等
義

務
的
経
費
は
全
体
の
八
十
七
・
八

％
を
占
め
普
通
建
設
事
業
債
・
災

害
復
旧
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費

は
十
四
億
三
千
万
円
で
全
体
の
十
二
・

二
％
で
あ
る
。

A
　
小
深
浦
高
台
建
設
費
は
約
三

十
五
億
円
、
一
般
財
源
か
ら
の
繰

出
額
は
約
十
四
か
十
五
億
円
の
計

算
に
な
る
。
国
の
支
援
の
な
い
候

補
地
へ
の
建
設
と
な
る
と
高
台
移

転
に
も
増
し
て
事
業
費
が
嵩
む
。
人

口
減
・
税
収
の
縮
小
等
将
来
不
安

が
あ
る
中
、
市
の
財
政
運
営
に
ど

ん
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
か
。

B
　
当
市
の
財
政
は
厳
し
い
。
起

債
の
積
み
上
げ
も
あ
る
が
大
き
な

ハ
ー
ド
事
業
一
つ
や
れ
ば
吹
き
飛

ぶ
額
で
あ
る
。
国
の
交
付
が
適
用

に
な
ら
な
い
場
所
へ
の
庁
舎
建
設

の
費
用
は
全
額
市
費
の
持
ち
出
し

と
な
り
一
般
財
源
必
要
額
は
三
十

億
円
と
な
り
他
の
事
業
の
縮
小
や

事
業
規
模
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
見

直
す
こ
と
に
な
る
。
庁
舎
建
設
と

並
行
し
て
の
大
型
事
業
の
実
施
は

困
難
と
な
る
。

A
　
当
地
選
出
の
県
議
の
質
問
で

も
警
察
署
・
海
上
保
安
庁
等
も
高

台
へ
の
移
転
の
意
向
が
あ
る
。
街

の
発
展
を
ど
う
考
え
る
か
。

B
　
歴
史
と
文
教
の
旧
市
街
地
の

活
性
化
と
駅
周
辺
の
都
市
機
能
の

好
循
環
を
造
り
た
い
。
旧
市
街
地

に
つ
い
て
は
、
現
庁
舎
跡
地
の
利

活
用
で
あ
っ
た
り
、
現
在
進
め
て

い
る
林
邸
を
核
と
し
た
文
化
・
歴

史
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
街
に
し
た
い
。

山岡 　力 議員

西
日
本
豪
雨
災
害
の
検

証
と
対
策

庁
舎
移
転
に
つ
い
て



A
　
八
月
三
十
一
日
、
市
長
は
、

市
民
の
了
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
説

明
を
継
続
す
る
と
住
民
説
明
会
で

話
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
を
問
う
。

B
　
私
と
し
て
は
、
新
庁
舎
建
設

位
置
と
し
て
小
深
浦
高
台
と
い
う

方
針
を
決
定
し
た
の
で
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
対
し

て
説
明
を
続
け
て
い
く
と
い
う
趣

旨
で
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

A
　
私
は
て
っ
き
り
、
市
長
が
あ

の
時
余
り
に
も
、
こ
れ
で
は
説
明

に
な
ら
な
い
な
と
い
う
よ
う
に
感

じ
と
っ
て
、
も
う
一
度
、
市
民
に

説
明
を
し
直
す
と
、
そ
の
よ
う
に

解
釈
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
原

会
長
が
二
回
目
の
審
議
会
の
挨
拶

の
中
で
、「
本
日
の
審
議
会
の
主
な

議
題
は
庁
舎
に
関
す
る
住
民
の
意

識
集
約
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
短

期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
宿

毛
市
の
全
集
落
を
一
つ
一
つ
丁
重

に
回
ら
れ
て
意
見
を
伺
っ
た
と
」

と
原
会
長
が
挨
拶
で
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

B
　
原
会
長
な
り
の
表
現
を
さ
れ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
と
し

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
説
明

会
の
意
見
の
結
果
概
要
を
事
前
に

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

私
は
そ
の
審
議
会
に
同
席
し
て
い

な
い
が
市
内
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
か
な
り

丁
寧
に
回
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
い
る
。

A
　
計
画
（
庁
舎
建
設
）
が
余
り

に
も
拙
速
す
ぎ
な
い
か
、
と
い
う

事
を
皆
さ
ん
か
ら
聞
く
。
審
議
会

と
は
行
政
機
関
が
政
策
立
案
な
ど

に
つ
き
学
識
経
験
者
や
利
害
関
係

者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

設
置
す
る
合
議
制
の
諮
問
機
関
で

あ
る
。
本
年
四
月
に
建
設
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
で
き
、
四
回
の
審
議
会

で
答
申
を
だ
し
、
庁
舎
の
高
台
移

転
を
九
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。

地
方
自
治
法
第
四
条
に
市
民
の
利

便
性
、
交
通
事
情
、
そ
の
他
の
官

公
庁
と
の
関
係
な
ど
適
当
な
配
慮

を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
の
ま

ま
で
良
い
の
か
お
聞
き
す
る
。

B
　
決
し
て
法
に
抵
触
す
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
の
で
そ
の
点
に
つ

い
て
も
ご
理
解
願
い
た
い
。

A
　
平
成
十
年
に
国
が
中
心
市
街

地
活
性
化
法
を
設
定
し
、
私
た
ち

は
商
工
会
議
所
を
中
心
に
街
作
り

に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
が
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
国
の
予
算
は

取
れ
ず
、
街
は
衰
退
の
一
途
を
た

ど
っ
て
き
た
が
旧
市
街
地
に
は
復

興
さ
せ
た
い
と
い
う
人
も
た
く
さ

ん
い
る
。
市
の
方
で
も
、
何
か
て

だ
て
が
な
い
か
。

B
　
宿
小
の
体
育
館
が
完
成
し
た

が
、
こ
の
前
側
の
と
こ
ろ
に
公
園

整
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
街

区
の
方
々
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
岩

村
通
俊
の
胸
像
が
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。
決
し
て
既
存
市

街
地
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
い
う

話
で
は
全
く
な
い
。
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
今
ま
で
以
上
に
こ
の

市
街
地
を
使
っ
て
、
人
の
流
れ
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
、
そ
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
。

A
　
七
月
豪
雨
や
そ
の
後
の
台
風

等
の
災
害
時
に
、
防
災
情
報
が
伝

わ
り
に
く
い
と
よ
く
聞
く
。
ス
ピ

ー
カ
ー
施
設
増
設
の
可
能
性
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
増
設
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ

る
が
、
昨
今
の
気
密
性
や
遮
音
性

の
高
い
住
宅
の
増
加
に
よ
り
、
音

声
の
み
の
情
報
伝
達
に
は
限
界
が

あ
る
。
宿
毛
市
防
災
ア
プ
リ
を
推

奨
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

一
番
効
率
的
な
情
報
伝
達
の
方
法

に
つ
い
て
、
調
査
・
洗
い
出
し
を

し
て
い
く
。

A
　
情
報
伝
達
の
手
段
と
し
て
、

ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
利
用
や
、
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
の
開

設
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
利
用
に
は
、

高
額
な
機
材
購
入
が
必
要
と
な
る

こ
と
、
全
戸
に
配
布
す
る
小
口
端

末
の
購
入
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
、

多
大
な
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
神
戸
市

で
被
災
二
週
間
後
か
ら
放
送
を
行

い
注
目
さ
れ
た
が
、
視
聴
範
囲
が

饌田 陸紀 議員

寺田 公一 議員

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
の
重
要
性

に
つ
い
て

防
災
情
報
の
伝
達
に
つ

い
て



開　催　場　所 日　　　　　　　　　時 担　当　班

小筑紫基幹集落センター

和田集会所

橋上中学校体育館

宿毛文教センター会議室１

宿毛市総合社会福祉センター

山奈小学校体育館

東部農村環境改善センター

沖の島開発総合センター

平成３０年１１月１２日（月）　１９：００～

平成３０年１１月１３日（火）　１９：００～

平成３０年１１月１４日（水）　１９：００～

平成３０年１１月１５日（木）　１９：００～

平成３０年１１月１５日（木）　１０：００～

１　班

２　班

１　班

２　班

１　班

２　班

１　班

２　班

１　班

２　班

代表　野々下昌文　　川田栄子、山岡　力、岡闢利久、松浦英夫、寺田公一、饌田陸紀

代表　山本　　英　　川村三千代、原田秀明、闍倉真弓、山上庄一、山戸　寛、宮本有二

【班構成】

百
メ
ー
ト
ル
程
度
と
聞
く
。

　
近
年
、
形
態
は
異
な
る
が
、
三

〜
四
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
視
聴

で
き
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ

が
避
難
所
情
報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

情
報
な
ど
、
生
活
に
不
可
欠
な
情

報
を
届
け
、
活
躍
し
た
と
も
聞
い

て
い
る
。

　
ラ
ジ
オ
は
災
害
に
強
く
、
細
か

い
情
報
を
伝
達
で
き
る
ツ
ー
ル
と

し
て
有
効
で
あ
り
、
今
後
、
事
例

を
検
証
す
る
中
で
、
導
入
の
可
能

性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

A
　
市
内
の
多
く
の
地
区
が
設
備

し
て
い
る
地
区
放
送
を
利
用
す
れ
ば
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
防
災
情
報
が

伝
達
で
き
る
と
思
う
が
、
市
長
の

考
え
を
聞
く
。

B
　
防
災
情
報
の
伝
達
手
段
と
し
て
、

非
常
に
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

　
今
後
、
地
区
長
や
自
主
防
災
組

織
と
連
携
を
す
る
中
で
、
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

A
　
太
陽
光
発
電
所
の
設
置
に
よ
り
、

隣
接
す
る
住
民
が
、
熱
や
反
射
光

に
よ
る
被
害
や
、
転
売
に
よ
る
所

有
権
の
移
転
等
、
不
安
を
感
じ
て

い
る
。
近
隣
市
町
村
に
は
条
例
制

定
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
市
と

し
て
の
考
え
を
聞
く
。

B
　
高
知
県
の
太
陽
光
発
電
施
設

の
設
置
運
営
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
五
○
キ
ロ
ワ
ッ
ト

未
満
の
施
設
に
つ
い
て
は
届
け
出

の
義
務
も
な
く
、
現
状
把
握
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

関
係
課
等
に
設
置
申
請
が
あ
っ
た

場
合
、
環
境
課
に
報
告
す
る
よ
う

に
指
示
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者

に
は
、
地
区
長
な
ど
の
関
係
者
に

説
明
を
し
、
同
意
を
得
て
い
た
だ

く
よ
う
協
力
を
求
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
不
安
の
解
消
に
向
け
、
他
市
町

村
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
検
討
し

て
い
く
。

議会報告会（意見交換・懇談会）の開催について
　報告会の内容は、はじめに議会の報告を行い、その後、皆さんとの意見交換会の時間とする予定です。皆さ
んの貴重なご意見をお伺いいたしたく、ご参加をお待ちしています。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て



議　　　　席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

氏　名

案　件

議
　
　
決
　
　
結
　
　
果

議案第１８号

議案第２７号

陳情第１３号

陳情第１４号

川

田

　

栄

子

川

村

三
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代

原

田

　

秀

明
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岡
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闍

倉

　

真

弓
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戸

　

　

寛

野
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昌

文

松

浦
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夫

寺

田

　

公

一

宮
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有

二

饌

田

　

陸
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岡

闢

　

利

久

議
　
長

議
　
長

可　決

可　決

不採択

不採択

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は
十

二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支
所

並
び
に
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

各議員の議案等に対する賛否の状況

賛否の分かれた案件を記載しています。

※議案第２７号は、出席議員の３分の２以上の同意を必要とする特別多数議決であり、議長も議決に加わ
　ります。

【○：案件に賛成　×：案件に反対】

Ｑ　特別多数議決とは。

Ａ　地方公共団体の議会の議事は、
出席議員の過半数で決するのが
原則であるが、法律に特別の定
めがある場合は、過半数議決が
適用されず、賛成議員の割合が
加重される。これを特別多数議
決という。

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

●議会用語Ｑ＆Ａ



子
育
て

保育園等入園児の受付を始めます！
　平成31年度に入園を希望する方は、受付期間中に必要書類を提出してください。

申込書配布開始  11 月 19 日（月）～
申込期間  12 月３日（月）～ 12 月 21 日（金）（土・日・祝日を除く）
申込場所  福祉事務所または希望する保育園・認定こども園
提出書類  支給認定申請書ほか（児童１人につき１枚・福祉事務所または保育園、認定こども園にあります）

保育園に入園できる基準

宿毛市内に住所を有し、保護者が就労、疾病、障害、求職活動等の理由により児童を保育できないと認められた場合

 問  福祉事務所子育て支援室保育係　☎ 63-1114

第 46回幡多ふれあい医療公開講座

日  時  11月18日（日）13時30分～16時（開場  13時）
場  所  大方あかつき館（黒潮町入野6931番地3）
参加費  無料

※この講座は高知家健康パスポート事業対象講座です。
主　催  幡多けんみん病院
後　援  四万十市・土佐清水市・黒潮町・大月町・三原村・

宿毛市・幡多福祉保健所・幡多医師会・高知新聞
社・RKC高知放送

内  容  　
講演 1   タバコの罠
　講師 : 高知大学医学部附属病院　北村　聡子　医師
講演 2   人生の最終段階を自分らしく過ごすために、
            自分や家族が今からできること
　講師 : 図南病院がん看護専門看護師  弘末  美佐  さん

申  込  不要

 問  幡多けんみん病院　☎ 66-2222

インフルエンザに注意
　季節性インフルエンザは、毎年11月～12月頃から流行が始まり、翌年の1月～3月頃に患者数が
ピークを迎えます。これからインフルエンザ流行の季節を迎える中、感染予防に対する取り組みは
非常に重要です。
　インフルエンザは、かかった人の咳、くしゃみなどの飛沫とともに放出されたウイルスを吸い込
んだり、手指などを介して口から感染する経路があります。ウイルスの侵入を防止するためには、
手洗いやうがいのほか、十分な休養とバランスよく栄養をとり、抵抗力をつけておくことが大切で
す。

インフルエンザ予防のポイント

●外出時にはマスクを着用し、人ごみをさけ、帰宅時はうがいと手洗いを忘れずにしましょう。
●ウイルスは石けんに弱いため、調理の前後、食事前などこまめに手を洗いましょう。
●室内では適度な湿度を保ちましょう。空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内

では、加湿器などを使って、適切な湿度を保ちましょう。
●免疫力が弱っていると、感染しやすくなり、感染したときに症状が重くなってしまうおそれがあります。ふだんか

ら、十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免疫力を高めておきましょう。
●流行前にワクチン接種を受けましょう。

ワクチン接種について

　ワクチンで感染を完全に予防することはできませんが、感染したときの重症化を防ぐという点で、大きな効果が期
待できます。特に高齢や基礎疾患のある方など、重症化防止の手段として有効です。ワクチンは効果が現れるまで約2
週間かかるので、その年の流行前に接種しておくことが大切です。
　日頃から、手洗いなど感染予防に取り組みましょう。

 問  宿毛消防署　☎63-3111（代表） 　☎63-3300（火災・災害用）　  63-3396

福
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　9月9日（日）に開催を予定していましたが、大雨のため中止となりましたので、次の日程で開催することになりま
した。多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

消
防



広報すくも 2018.11

●同じ病気での「はしご受診」はやめましょう
　病院を変えるごとに初診料や検査費用がかかり、医療費

増加の原因となるだけでなく、検査や薬の重複によって
身体への負担や副作用を生じる危険性もあります。
●領収書・明細書は保管しましょう
　領収書や明細書があれば、治療内容が分かり、医療費

の請求間違いなどにも気がつきやすくなります。
●緊急性のない時間外受診はやめましょう
　夜間や休日に開いている医療機関の医療費は、通常よ

りも高く設定されています。緊急時以外は、診療時間
内に受診するようにしましょう。

●ジェネリック医薬品を利用しましょう
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果がありなが

ら価格が安く設定されており、自己負担も軽減されま
す。医師または薬剤師に相談し、納得した上で利用しま
しょう。
● “いきなり大病院 ”は控えましょう
　紹介状なしで大病院を受診すると、初診料とは別に

5,000 円以上の定額を負担しなければなりません。ま
ずは「かかりつけ医」を受診し、必要に応じて紹介状
をもらい大病院を受診しましょう。

福
祉
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支給内容  
1 年間 1 家族あたり 10 万円を支給します。

主な要件  
●要介護者が、要介護 4 以上、またはそれに相当す

る状態であると認められる方。
●介護者、要介護者ともに、介護保険料の滞納がな

いこと。
●介護者、要介護者ともに、生活保護を受けていな

いこと。
●支給申請日前 6 カ月間、法に規定する居宅サービ

スまたは施設サービスを利用しておらず、医療機
関等に入院していないこと。

※年間 1 週間程度の短期入所生活介護および短期入
所療養介護の利用または医療機関等の入院を除く。

医療費の適正化にご協力ください！
　国民医療費は、近年増加の傾向が続いています。私たち一人ひとりが生活習慣を見直し、適正に受診することで、抑
えられる医療費があります。いざという時に誰もが安心して受診できるように、医療費の適正化にご協力をお願いし
ます。

 問  市民課保険係　☎ 63-1112

お医者さんのかかり方

こうちこども救急ダイヤル

　 支給内容  
　1 年間 1 人あたり 7 万 5,000 円以内で紙おむつ

や尿とりパッドなどの介護用品（消耗品）を支給
します。

　 主な要件  
●要介護者が、要介護 4 以上、またはそれに相当

する状態であると認められる方。
●介護者、要介護者ともに、介護保険料の滞納が

ないこと。
●介護者、要介護者ともに、生活保護を受けてい

ないこと。
●介護者、要介護者ともに、市民税非課税世帯で

あること。

　夜間や休日に、お子さんが急な病気で心配な時は、「こうちこども救急ダイヤル　☎＃8000　相談時間：20 時
～翌日 1 時（365 日対応）」を利用しましょう。看護師が電話で相談にお応えします。

在宅介護をされている方へ ～介護用品給付事業および
家族介護慰労金支給事業のご案内～

　寝たきりや認知症など、重度要介護高齢者（65歳以上）を自宅で介護している家族の経済的・身体的な介護負担を
軽減し、高齢者の在宅生活の継続を支援します。

※ 詳しくはお問い合わせください。

申請場所  長寿政策課予防係　 申請時に必要なもの  認め印、介護保険被保険者証

介護用品を支給します　－介護用品給付事業－ 慰労金を支給します　－家族介護慰労金支給事業－

 問  長寿政策課予防係　☎ 63-9112
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年に 1回特定健診を受けましょう！
　生活習慣に気をつけようと思っていても、簡単に変われないのが人間というもの。不健康な習慣を続けていれば、
自分では気づけないまま糖尿病などの生活習慣病となる可能性が高くなってしまいます。
　特定健診は年に 1 回の身体チェック。自分では気づけない体調の変化が分かります。

まだまだ受診のチャンスはあります！（国保の方）

　集団健診は11月 25日（日）宿毛文教センターが最後ですが、医療機関では平成31年 3月 31日（日）まで
受診できます。　
※医療機関での受診を希望する場合は、直接医療機関へお申し込みください。　　
　特定健診の実施医療機関は、健康推進課までお問い合わせください。　　
健診料  無料

まだ受けてない方、受けようか悩んでいる方、年に一度は特定健診を受けましょう！
健診を受けた後、そのままにしないで！

　健診を受けた方も、健診結果が届いて安心してそのままになっていませんか？
　健診を受けるだけで生活習慣病の進行を防げるわけではありません。
●健診結果に「 （雨）マーク」「 （雷）マーク」がある方
　　　　　　　　→必ず一度は医療機関を受診してください！
●「特定保健指導」の対象となった方
　　　　　　　　→生活習慣を見直すため、特定保健指導を改善に取り組みましょう！

 問  健康推進課　☎ 63-1113

平成 30年度こころの相談会
　仕事のこと、人間関係、生活のこと、子育てに関することなど、誰かに相談できることで、こころが軽くなったり、
元気を取り戻すことができます。解決に向けた歩みを始めてみませんか。

日  時  12 月 21 日（金）13 時～ 16 時　 場  所  宿毛市役所本庁舎　屋上会議室
申  込  電話（※初めての方優先）　 申込締切  12 月 14 日（金）　17 時　 定  員  3 名（1 名約 1 時間）
相談員  藤田　麻央　先生（高知県精神保健福祉センター所属　精神保健福祉士・自殺対策専門員）

 問  健康推進課　☎ 63-1113

大腸がん検診郵送提出ができます！
　宿毛市では、昨年度 1,090 名の方が大腸がん検診を受診し、6 名の方が大腸がんと診断され治療に繋がりました。
そのうち 3 名の方は早期に発見された方です。大腸がんの初期症状には、ほとんど自覚がありません。早期発見・
早期治療のため、年に一度は定期検診を受けるようにしましょう。

対象者  40 歳以上の方　 自己負担額  200 円　
容器配付期間  11 月 1 日（木）～平成 31 年 2 月 8 日（金） 申  込  電話・郵送等　

検査の流れ
① 検査容器の受け取り（検査料支払い）
②  2 日間採便後、配付された封筒に入れポストに投函する。
　※検査は月曜～金曜に行うためポストに投函の際は、日曜～木曜の間に投函してください。
　※血液反応のあった方（陽性）のみ、保健師等の訪問または郵送にてご連絡します。
　※本人が来られない場合は、代理の方でも容器の受け取りができます。

 問  健康推進課　☎ 63-1113
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12 月の保健事業
 問  健康推進課  ☎ 63-1113
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3 歳児健康診査  対象児に個人通知します

乳児健康診査   対象児に個人通知します 赤ちゃん広場

【セット検診】婦人がん（子宮頸がん・乳がん） 各種検診の結果

母子保健

成人保健

検　　診 日　　程
肺 が ん お よ び 結 核 検 診 9 月 10 日（月）
胃 が ん 検 診 8 月 28 日（火）　
大 腸 が ん 検 診 　9月 13日（木）回収分

前 立 腺 が ん 検 診 9 月 10 日（月）
子 宮 頸 が ん 検 診 8 月 22 日（水）
乳 が ん 検 診 8 月 22 日（水）

●宿毛市健康推進課 健康指導係　☎ 63-1113
●高知県幡多福祉保健所 健康障害課 精神保健福祉担当
　☎ 0880-34-5124（直通）  ☎ 0880-35-5979

●お酒の悩みごと相談 
　幡多断酒会  大江  拓　☎ 090 -1173 -4672

12 月 13 日（木）　　　　　　  申  高知県幡多福祉保健所健康障害課　☎ 0880-35-5979

心の健康相談
保健師による電話相談・面接相談を随時お受けしています。保健所では、相談内容により、精神科嘱託医の相談も行っています。

相 談 窓 口

精神科嘱託医による相談　※ 2 週間前までに予約が必要です。

次の実施日までの集団検診について、精密
検査が必要な方には通知が完了しています。

日 場　　所 受　付　時　間

5 水 宿毛文教センター 12：15 ～ 13：30

日 場　　所 受　付　時　間

6 木 東平コミュニティーセンター 9：30 ～ 11：30

19 水 地域子育て支援センター 9：30 ～ 11：30

25 火 宿毛市総合社会福祉センター 9：30 ～ 11：30

日 場　　所 子宮頸がん検診 乳がん検診

20 木 宿毛文教センター
 9 : 0 0 ～ 10: 3 0

完全予約制
13: 0 0 ～ 14: 0 0

日 場　　所 受　付　時　間

14 金 宿毛市総合社会福祉センター 9：15 ～ 9：35

21 金 宿毛市総合社会福祉センター 9：15 ～ 9：35

クイズに答えて、はなちゃん特製缶バッジゲット！
はなちゃんクイズ！

発表
発表は発送をもって代えさせていただきます。（5 名以上は抽選、発
送は翌月 20 日頃）

10 月号の正解
A:「15 組」　

応募先
〒 788-8686　宿毛市桜町 2-1
宿毛市企画課「はなちゃんクイズ！」係

kikaku@city.sukumo.lg.jp

応募方法
はがきかメールに
①住所②氏名③電話番号④クイズの答え⑤『広報すくも』の感想を
書いて応募先までご送付ください。11 月 15 日（木）（消印有効）

Q：はなちゃんバスは、本格運行開始から何年たった？
集まれ！未来のアーティスト！ 8 月号から本コーナーで高校生以
下の皆さんの絵画・工芸作品を募集し、紹介しています。作品掲
載で、作品の写真で作った特製缶バッジをプレゼントします。

応募対象  市内在住のお子さん（高校生以下）
部  門  絵画・工芸（※サイズは問いません。）
応募方法  ①作品名②氏名（ふりがな）③年齢と学年④保護者氏

名⑤日中連絡の取れる保護者の電話番号⑥住所を書いた紙と作品
をご持参ください。

掲載月  偶数月　　 応募先  企画課
応募締切  奇数月 10 日 17 時　※土日祝の時はその前の平日

 　（12月号に掲載希望の場合、11月9日（金）17時まで。）
※応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。作品をご持

参いただいた際、その場で作品の撮影をさせていただきます。
詳しくは宿毛市ホームページ内のSKMのページをご覧ください。

（http://www.city.sukumo.kochi.jp/docs-05/skm.html）

Sukumo Kids Museum作品募集！

 問  企画課広報統計係　☎ 63-1118

広報すくも 2018.11
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すくすくもっと

すくすくもっとでは、市内在住のお子さん（小学生以下）の写真を募集します。①氏名とふりがな、②性別、③年齢、④生年月日、⑤保護者氏名、⑥続柄、
⑦住所、⑧電話番号、⑨簡単なメッセージ（絵文字含み 50 字以内）を書いた用紙と写真を提出してください。【応募方法】Ｅメール、持参、郵送

【注意事項】▶中学生以上のご兄弟姉妹が一緒の写真も掲載可能。▶保護者の承諾を得た写真に限る。▶郵送の場合は写真の返却不可。▶応募多数の場合は抽選。
【提出期限】11 月 15 日（木）（消印有効）
【提出先】〒 788-8686　宿毛市桜町 2 番 1 号　宿毛市企画課広報統計係　☎ 63-1118 ✉ kikaku@city.sukumo.lg.jp

山
やまもと

本 将
ま さ き

生ちゃん

　　　 真
ま ゆ

由ちゃん

杉
すぎもと

本 悠
ゆ う ご

悟ちゃん（5歳）　光
ひ な た

優ちゃん（10 カ月）

  （6歳）

  メッセージ…

  メッセージ…

ふたりの笑い声や笑顔
が大好きだよ。
これからも仲良くね♪

優しくて弟思いの
悠悟　お兄ちゃん
大好き光優　生ま
れてきてくれてあ
りがとう　兄弟仲
良く元気に育って
ね

  （3歳）

はなちゃんバス
       　だより

＃09

宿毛市コミュニティバス「はなちゃんバス」が実証運行開始から 2 年。本格運行開始から 1 周年の節目をむかえました。
今後も市民の皆さんにとって無くてはならない移動手段として利用していただけるよう、元気に運行します！

平成 28 年 10 月 実証運行開始 郊外線 5 路線（楠山・栄喜・舟ノ川・出井・都賀川）および市街地循環線の計 6 系
統にて運行開始

平成 28 年 12 月 運行路線の変更及び停留所の新設 田村内科クリニック前・サングリーンクリハラ前・エヴィ前に停留所を新設
平成 29 年   1 月 運行経路の一部変更 市街地循環線を市街地1周から福祉センター方面にも周回する1.5周のルートに変更
平成 29 年   3 月 利用方法の変更 市街地循環区間の乗降は停留所のみのルールを廃止、全経路フリー乗降に変更
平成 29 年   8 月 一部路線の廃止・新設 都賀川線（金曜日）の運行を廃止し新たに藻津線を新設
平成 29 年   9 月 実証運行終了 1 年間の実証運行終了

平成 29 年 10 月 本格運行開始運行
ルート・ダイヤの大幅変更 本格運行開始。大幅なルート・ダイヤ変更・市街地循環線単独運行の廃止

平成 30 年   7 月 運行経路の一部変更 藻津線（金曜日）の池島集会所・大深浦集会所・小深浦集会所の停留所を廃止
平成 30 年 10 月 本格運行開始 1 周年 本格運行を開始して 1 年が経過
平成 30 年 10 月 運行経路の一部変更 舟ノ川線（水曜日）に大海停留所を新設

平成 29年 10 月～平成 30 年 9月　はなちゃんバス利用状況（1年間）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

合計藻津線楠山線 栄喜線 舟ノ川線 出井線

1,430名 2,212名 765名 1,416名 1,524名 7,347名



11 月の行事予定
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日 内　容 時　間 場　　所 問い合わせ先
企画展「戊辰戦争と宿毛」（～ 11 月 4 日） 8:30 宿毛歴史館 宿毛歴史館　☎ 63-5496

2（金） 平成30年度高知大学出前公開講座in宿毛市　第2回（申込制）
「ヒトの生存戦略から考える「しあわせな」社会」 19:00 宿毛文教センター 生涯学習課　☎ 63-3394

3（土） 子ども将棋教室（申込制） 9:00 宿毛文教センター　 中央公民館　☎ 63-2618
幡多地区中学校バレーボール新人大会（～ 4 日） 10:00 宿毛市総合運動公園 中村中学校　☎ 0880-34-4137

4（日）
高知県内一斉避難訓練 9:00 市内全域 危機管理課　☎ 63-0951

第 41 回西日本大会 1 部幡多予選（野球） 9:00 宿毛市野球場 高知県軟式野球連盟幡多支部
☎ 090-2890-9269

5（月）
宿毛市老人クラブ公式ワナゲ大会 8:30 宿毛市総合運動公園 老人クラブ連合会事務局

☎ 65-7665
宿毛幼稚園　園説明会 9:30 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914
宿毛幼稚園　ふれあい保育・育児相談 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914

6（火） 講演会「転ばぬ先の杖（介護予防）～いつまでも自分らしく生
活するために～」（申込制） 10:00 宿毛文教センター 長寿政策課　☎ 63-9112

7（水） 献血 13:00 幡多けんみん病院 健康推進課　☎ 63-1113

8（木）
献血 9:00/13:15 宿毛市役所 健康推進課　☎ 63-1113
平成 30 年度宿毛の歴史講座 4 13:30 宿毛文教センター 宿毛歴史館　☎ 63-5496
夜間市税納付窓口開設日 17:15 市役所税務課 税務課　☎ 63-1115

10（土）

平成30年度宿毛市職員採用試験　第2次試験（～11日） 宿毛市役所 総務課　☎ 63-0948

第 3 回幡多地区チャレンジ陸上競技記録会 9:40 宿毛市総合運動公園 高知県立障害者スポーツセンター
☎ 088-841-0021

第 2 回宿毛サイクルフェスティバル 2018 10:00 宿毛市総合運動公園 総合運動公園　☎ 66-1467

寒蘭の里　とさ宿毛展示大会（～ 11 日）
10 日 12:00

和田体育館 商工観光課　☎ 63-1119
11 日   8:30

プチ雅楽の演奏会 18:00 宿毛まちのえき　林邸 宿毛市連合婦人会　
☎ 090-5144-5885

11（日）

宿毛市クリーンデー（荒天時：11 月 18 日（日）） 市内全域 環境課　☎ 63-1697

平成 30 年度宿毛市体協バドミントン大会 8:45 宿毛市総合運動公園 宿毛市総合運動公園
☎ 66-1467

第 63 回高松宮賜杯 1 部幡多予選（野球） 9:00 宿毛市野球場 高知県軟式野球連盟幡多支部
☎090-2890-9269

宿毛川柳大会 9:00 宿毛文教センター 宿毛川柳会事務局　☎ 63-0536
第 46 回宿毛市芸術祭 13:00 宿毛市総合社会福祉センター 生涯学習課　☎ 63-3394

12（月）
ふれあい保育 9:30 市内各保育園 各保育園

街歩きガイド養成講座（申込制） 10:00 宿毛市観光協会 宿毛観光市民ガイドの会　
☎ 63-0801

14（水） 宿毛市戦没者追悼式 10:30 宿毛文教センター 福祉事務所　☎ 63-1114
15（木） 通学路安全の日 7:00 市内全域 青少年育成センター　☎ 63-4197

17（土）

早稲田大学第 14 代総長奥島孝康杯争奪 
第 14 回健全育成ジュニア駅伝大会 8:45 宿毛市街地 宿毛市総合運動公園　☎ 66-1467

四季折々を体験しよう！「親子ヨガ教室」 10:00 フジ宿毛店東側空き店舗 ワールドスマイル☎090-5910-0989
こども食堂　ゆめ 12:00 フジ宿毛店東側空き店舗 こども食堂 ゆめ☎090-5146-7529
読み聞かせ講座 13:30 宿毛文教センター　 坂本図書館　☎ 63-2654
第4回すくも健康づくり市民公開講座 14:00 宿毛市総合社会福祉センター 大井田病院　☎ 63-1740

18（日）

市民ウォーク宿毛（沖の島）（申込制） 6:30 沖の島 和田体育館　☎ 63-5554
平成 30 年度宿毛市ＰＴＡ連合親睦球技大会

（ソフトボール、スカッシュバレーボール） 8:30 宿毛市総合運動公園 小筑紫中学校　☎ 67-0202

第 63 回高松宮賜杯 1 部幡多予選（野球） 9:00 宿毛市野球場 高知県軟式野球連盟幡多支部
☎ 090-2890-9269

救命講習会（申込制） 9:00 宿毛消防署 宿毛消防署　☎ 63-3111
すくも俳句大会 10:00 宿毛文教センター すくも俳句会　☎ 63-3001

19（月） ふれあい保育（リトミックあり） 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914
育児相談 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914

20（火）

あいさつ・声かけ運動日 7:00 市内全域 青少年育成センター  ☎ 63-4197

高知県グラウンドゴルフ協会研修会 9:00 宿毛市総合運動公園 高知県グラウンドゴルフ協会
☎ 088-848-2112

出張年金相談（予約制） 10:00/13:00 市役所（市民課で受付） 市民課　☎ 63-1112
21（水） 生涯学習セミナー　「心新たに生きる」（～ 22 日）（申込制） 19:30 JA 高知はた宿毛支所 宿毛モラロジー事務所  ☎ 63-1038
22（木） 夜間市税納付窓口開設日 17:15 市役所税務課 税務課　☎ 63-1115

23（金） 第 3 回陸上競技講習会 9:00 宿毛市総合運動公園 宿毛高等学校　☎ 63-2164
「みやもっち塾（自分から学びたい！）」（申込制） 10:00 山里の家 ワールドスマイル☎090-5910-0989

24（土）
第13回スクスイカップ低学年軟式野球交流会（～25日） 8:00 宿毛市総合運動公園 ㈲スクスイトランスポート

☎ 66-0019

トップアスリートに学ぼう（申込制） 10:00 宿毛市総合運動公園 幡多地区陸上競技協会
☎ 090-4978-7338

25（日） 休日市税納付窓口開設日 9:00 市役所税務課 税務課　☎ 63-1115
27（火） 1 日行政相談所 13:00 宿毛文教センター 総務課　☎ 63-0948

29（木） 出張無料相談会（予約制） 13:00 宿毛市総合社会福祉センター 暴力追放高知県民センター事務局　
☎088-871-0003

30（金）

庁舎建設住民説明会 13:30/19:00 宿毛文教センター 総務課　☎ 63-1111
認知症予防教室 14:00 聖ヶ丘病院 聖ヶ丘病院　☎ 63-2146
平成30年度高知大学出前公開講座in宿毛市　第3回（申込制）

「フレイルとは何か？～心身の衰えの正体を知る～」 19:00 宿毛文教センター 生涯学習課　☎ 63-3394

広報すくも 2018.11 広報すくも 10月号に掲載の誤りがありました。お詫びして訂正します。
ｐ 21「大江卓ものがたり」広報連載によせて　　誤）安部晋三氏　正）安倍晋三氏
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宿毛市に関する写真を大募集します！

平成 31 年 2 月 12 日（火）※応募は 1 人５点まで
・大賞１点　（50,000 円の商品券＋賞状）
・金賞１点
　（宿毛市内宿泊施設お食事券付きペア宿泊券＋賞状）

・銀賞１点　（宿毛市内宿泊施設ペア宿泊券＋賞状）
他
高橋　宣之　氏（写真家）

締 切

審査員

賞

平成 30 年度
はたのあったかふれあいセンター

合 同 作 品 展

第 19 回
「宿毛湾だるま夕日及び宿毛の四季」

フォトコンテスト

第 18回フォトコン　大賞
川田　吉治　「燃えるダルマ夕日」　　　

庁舎建設住民説明会
　平成 30 年 9 月に開催されました第 3 回宿毛市議会定例会に
おいて、宿毛市新庁舎の高台移転が決定されました。
　新庁舎の建設ならびに新しいまちづくりに関して、広く市民
の皆さんのご意見をお伺いするための説明会を開催します。
　一人でも多くの市民の皆さんのご参加をお待ちしております。

 問  総務課　☎ 63-1111

日時　11 月 30 日（金）
　　　（昼）13 時 30 分～ 15 時 30 分
　　　（夜）19 時～ 21 時

場所　宿毛文教センター　多目的ホール

開運お宝コメディ（長編映画）

宿毛市上映会
日時　12月１日（土）
　　　　① 10：00～ 11：45
　　　　② 14：00～ 15：45
　　　　③ 18：00～ 19：45
	 　（上映時間：105分）

場所　宿毛文教センター
　　　　　　　多目的ホール
料金
《前売券》一般・シニア　1,100 円
《当日券》一般・シニア　1,500 円
　　　	 	中・高・大学生				800 円
　　　	 	小学生以下　　無　料

主催 /宿毛市連合婦人会
後援 /宿毛市教育委員会

【前売券販売・問い合わせ先】
中央公民館（宿毛文教センター内）☎63-2618

©2018「嘘八百」製作委員会

問い合わせ先：高知県幡多福祉保健所 地域支援室
☎ 0880-35-5973

問い合わせ先：（一社）宿毛市観光協会　☎ 63-0801

年齢や障害の有無にかかわらず誰もが気軽に集える
場所として、幡多管内には 12カ所のあったかふれ
あいセンターがあります。利用している方々の作品
を一堂に展示します。ぜひご来場ください。

期　間　12 月 10 日（月）～ 12 月 14 日（金）
　　　　9 時～ 17 時
 　（10 日は 13 時開始、14 日は 12 時終了）
会　場　四万十市中央公民館 1 階　展示ホール
展示品　編み物、クラフト、パッチワーク、折り紙、
　　　　俳句、川柳、ちぎり絵など

主　催　はたのあったかふれあいセンター合同作品展　　　
　　　　実行委員会・幡多福祉保健所
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